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東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
要
覧

一
、
沿

輩

本
研
究
所
の
沿
革
は
、
美
術
研
究
所
の
創
設
に
始
ま
る
。

美
術
研
究
所
は
、
大
正
十
三
年
七
月
、
故
帝
国
美
術
院
長
子
爵
黒
田
清
輝
氏
が
蕗
去
に
際
し
て
遺
言
が
あ
つ
た
美
術
奨
励
事
業
の
た
め
に
出
損
し
た
資
金
で
、

同
子
爵
遺
言
執
行
人
が
選
択
決
定
し
た
事
業
で
あ
る
。
即
ち
遺
言
執
行
人
代
表
伯
爵
樺
山
愛
輔
氏
は
、
故
子
爵
の
遺
志
に
従
い
同
資
金
で
行
う
事
業
の
選
定
を
伯

爵
牧
野
伸
顕
氏
に
一
任
し
た
。
牧
野
伯
爵
は
、
帝
国
美
術
院
長
福
原
鎮
二
郎
氏
及
び
東
京
美
術
学
校
長
正
末
直
彦
氏
を
通
じ
て
諸
方
面
の
意
見
を
徴
し
、
又
わ
が

国
美
術
上
の
必
要
に
照
し
て
左
の
事
業
を
行
う
こ
と
を
裁
定
し
た
。

e

美
術
に
関
す
る
基
礎
的
鯛
査
研
究
機
関
と
し
て
美
術
研
究
所
を
設
け
る
こ
と
。

⇔

黒
田
子
爵
の
作
品
を
陳
列
し
て
同
子
爵
の
功
績
を
記
念
す
る
こ
と
。

⇔

前
二
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
適
当
な
建
物
を
造
営
す
る
こ
と
。

㈲

事
業
成
立
の
上
は
一
切
こ
れ
を
政
府
に
寄
附
す
る
こ
と
。

昭
和
元
年
十
二
月

右
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
東
京
美
術
学
校
長
正
木
直
彦
氏
委
員
長
に
就
任
し
、
美
術
研
究
所
事
業
に
つ
い
て
東
京
美
術
学
校
教
授

矢
代
幸
雄
氏
、
黒
田
子
爵
作
品
陳
列
に
つ
い
て
東
京
美
術
学
校
教
授
久
米
桂

一
郎
氏
、
同
岡
田
三
郎
助
氏
、
同
和
田
英
作
氏
、

同
藤
島
武
二
氏
及
び
大
給
近

清
氏
、
建
築
造
営
に
つ
い
て
東
京
美
術
学
校
教
授
岡
田
信

一郎
氏
、
会
計
事
務
に
つ
い
て
遺
言
執
行
人
打
田
伝
吉
氏
を
各
委
員
と
し
て
事
務
を
分
掌
進
行
さ
せ

た
。

昭
和
二
年
二
月

一



美
術
研
究

所
準
備
事
業
を
開
始
し
た
。

同
年
十
月

東
京
市
上
野
公
園
内
に
耐
震
耐
火
、
半
地
階

一
.階
建
、
延
坪
参
百

六
十
坪

八
合

の
建
物

.
棟
を
起

工
し

た
。

同
三
年
九
月

右

の
建
物
が
竣
功
し
た

の
で
、
美
術
研
究
所
開
設

の
た
め
必
要
な
備
品
、
図
書
、
写
真
等

の
研
究
資
料
を
設
備
し
、
又
館
内

に
黒
田
子
爵
記
念
室
を
設
け
、
同

子
爵

の
作
品
を
陳
列
し

た
。

同

四
年
五
月

遺
得

執
行

人
代

表
者
伯
爵
棒
山
愛
輔
氏

は
、

建
物
、

設
備

、
研
究

資
料
等

一
切

の
外

に
金
拾
五
万
円
を
そ
え

て
帝
国
美
術
院
長

に
寄
附
を
願

い
出

た
。

同
五
年

六
月

二
十

八
日

勅
令
第

=

一五
母

に
よ
り
帝
国
築
術
院

に
附
属
寒
術
研
究
所
を
置
か
れ
、
東
京
楽
術
学
校
艮
正
木
直
彦
氏

は
同
研
究
所

の
主
事

に
補

せ
ら
れ

た
。

同
年
十
月

十
ヒ
圓

美
術
研
究
所
開
所

式
を
那

行
し
た
。

同

⊥ハ
年
十

一
月
.
一十

五
日

正
木
直
彦

氏
は
、
帝
国
美
術
院
長
を
仰
付
け
ら
れ
、
帝
国
美
術
院
附
属
美
術
研
究
所
主
事
を
免

ぜ
ら
れ

た
。

東
京
美
術
学
校
教
授
矢
代
幸
雄
氏

は
、
美
術
研
究
所
主
事

に
補

せ
ら
れ

た
。

同

七
年

一
月

美
術
研
究
所

の
研
究
成
果
発
表
機
関
誌

と
し

て
、
定
期
刊
行
物

「美
術
研
究

」
を
創

刊
し
た
。

同
年

四
月
十
入
日

株
式
会
社
朝

日
新
聞
社
よ
り
明
治
、
大
正
美
術
史
編
纂
費

と
し
て
本
年

よ
り
向

う
五
ケ
年

間
毎
年

五
千

円
、
合
計

二
万

五
千

円
を
帝
国
美

術
院

に
寄
附

し
た
い

ト
」
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℃

申
出
が
あ
つ
た
。

同
年
五
月
二
十
六
日

帝
国
美
術
院
は
右
の
申
出
を
受
理
し
た
。

明
治
大
正
美
術
史
編
纂
委
員
会
規
程
を
設
け
、
美
術
研
究
所
は
明
治
大
正
美
術
史
の
編
纂
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
に
な
つ
た
。

同
九
年
十
月
十
入
日

毎
年
十
月
十
入
日
を
開
所
記
念
日
と
定
め
た
。

同
十
年

一
月
二
十
入
圓

耐
震
耐
火
、
二
階
建
書
庫
、
延
坪
三
十
九
坪

一
棟
を
竣
功
し
た
。

同
年
四
月

日
本
美
術
年
鑑
の
編
纂
事
務
を
開
始
し
た
。

同
年
六
月

一
日

勅
令
第
百
四
十
入
号
に
よ
り
美
術
研
究
所
官
制
が
公
布
さ
れ
た
。

東
京
美
術
学
校
長
和
田
英
作
氏
は
、
美
術
研
究
所
長
の
事
務
取
扱
い
を
命
ぜ
ら
れ
、
官
制
に
よ
る
所
員
、
助
手
、
書
記
が
任
命
さ
れ
た
。

美
術
研
究
所
研
究
資
料
閲
覧
規
程
を
制
定
し
、
閲
覧
事
務
を
開
始
し
た
。

同
十

一
年
六
月
ご
十
二
日

和
田
英
作
氏
は
願
に
よ
り
東
京
美
術
学
校
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
所
長
事
務
取
扱
の
職
は
自
然
解
消
し
、
美
術
研
究
所
員
矢
代
幸
雄
氏
が
美
術
研
究
所
長
に
補
せ
ら

れ
た
。

同
十
二
年
六
月
二
十
四
日

勅
令
第
二
入
一
号
に
よ
り
美
術
研
究
所
官
制
中
改
正
の
件
が
公
布
さ
れ
、
従
来
の
帝
国
美
術
院
附
置
が
文
部
大
臣
の
直
轄
に
改
め
ら
れ
、
職
員
定
員
中
所
員
、

三

」



四

助

手
各

一
名

を
増
員

し
た
。

同
年
十

一
月

二
十

九
日

美
術
研
究
所
長
職
務
規
樫
、
築
術
研
究
所
事
務
分
常
規
程

が
制
定
さ
れ

た
。

同
十

三
年

二
月
1.
ニ
ロ

木
造
趣
、

延
坪

.
。九
坪

六
.
.κ
写
虞
室

.
棟

が
竣
功

し
た
。

同
十

ヒ
年

六
月

.

.十

九
日

美
術
研
究
所
艮
矢
代
彰
雄
氏

は
所
長
を
免
ぜ
ら
れ
、
田
中
豊

蔵
氏
が
寒
術
研
究
所
長
事
務
取
扱

い
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

同
十
九
年

八
月
十

日

黒
田
漕
輝
氏

の
作
品
、

並
び
に
写
真
原
板
を
東

京
府
西
多
摩
郡
小
宮
村

谷
間
家
倉
庫

に
疎
開

し
た
。

同

二
十
年
五
月

二
十
八
H

美

術
研
究
所

の
図
書
、

踏
資

料
全
部

を
山
形
県

酒
田
市

本
町

一
丁
目
本

間
家
倉
庫

三
棟

に
疎
開
し

た
。

疎
開
者

は
、
所
長
事
務
取
扱

田
中
豊
蔵
氏

以
下
十

七
名

(現

地
嘱
託

並
び
に
採

用
者

を
含
む

)

事
京

勤
務

に
は
嘱
託

田
中
喜
作
氏
以

下
卜
名

が
飛

留
し
た
。

同
年

七
月

-
八
月

酒
田
市
本
間
倉
庫

の
図
畜
資
料
爆
撃

の
危
険
を
避
け

て
、
酒
田
市
外
牧
曾
根
村
、

松
沢
世
喜

雄
家
倉

庫
、

観
音
寺
村
、

村
上
家
倉
庫
、
大
沢

村
、
後

藤
作
之
黙

家
倉

庫

へ
夫

々
分
散
疎
開

し
た
。

同
年

九
月

酒
田
市
疎
開

の
職
員
は
逐
次
東
京

に
帰
任
し

た
。

同

二
十

一
年

三
月

二
十
九

日

・w

鋤

r

8
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酒
田
市
疎
開
中
の
図
書
、
諸
資
料
等
の
東
京
向
け
発
送
を
終
了
し
た
。

同
年
四
月
四
日

酒
田
市
疎
開
中
の
図
書
、
諸
資
料
等
が
東
京
に
到
着
し
引
揚
げ
を
完
了
し
た
。

同
年
四
月
十
六
日

東
京
府
西
多
摩
郡
小
宮
村
谷
間
家
倉
庫
に
疎
開
中
で
あ
つ
た
黒
田
清
輝
氏
作
品
並
び
に
写
真
原
板
の
引
揚
げ
を
完
了
し
た
。

同
二
十
二
年
五
月
三
日

美
術
研
究
所
の
官
制
が
廃
止
さ
れ
、
国
立
博
物
館
官
制
が
制
定
さ
れ
た
。
美
術
研
究
所
は
、
東
京
国
立
博
物
館
の
附
属
美
術
研
究
所
と
な
つ
た
。

取
扱
田
中
豊
蔵
氏
)

同
年
入
月
十
六
日

田
中
豊
蔵
氏
は
美
術
研
究
所
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

同
二
十
三
年
五
月
十

一
日

所
長
田
中
豊
蔵
氏
逝
去
に
付
、
福
山
敏
男
が
美
術
研
究
所
長
代
理
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

同
二
十
四
年
入
月
三
十

一
日

松
本
栄

一
氏
は
美
術
研
究
所
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
福
山
敏
男
は
所
長
代
理
を
免
ぜ
ら
れ
た
。

同

年

本
年
度
よ
り
科
学
研
究
費
に
よ
り
光
学
的
方
法
に
よ
る
美
術
品
の
鑑
識
に
関
す
る
研
究
が
開
始
さ
れ
た
。

同
二
十
五
年
八
月
二
十
九
日

文
化
財
保
護
法
の
制
定
に
伴
い
、
美
術
研
究
所
は
文
化
財
保
護
委
員
会
の
附
属
機
関
と
な
つ
た
。

同
二
十
六
年

一
月
三
十

一
日

五

(所
長
事
務



六

美

術
研
究

所

の
組
織
規
程

が
定
め
ら
れ

第

一
研
究

部
、
第

二
研
究
部
、
資
料
部
、
庶
務
室
が
置
か
れ
た
。
(
昭
和

二
十
五
年

入
月

二
十
九
日
か
ら
適

用
)

同

二
十
七
年
四
月

一
日

東
京
文
化
財
研
究
所

の
組
織
規
程

が
定

め
ら
れ
、

美
術
部
、
芸
能
部
、
保
存
科
学
部
、
庶
務
室

の
三
部

一
室
が
置
か
れ
、
美
術
研
究
所

の
組
織
規
程
が
廃
止
さ

れ
た
。

文
化

財
保
護
委
員
会
委
員

矢
代
幸
雄
氏

は
、

東
京

文
化
財
研
究

所
長
の
事
務
代

理
を
命
ぜ
ら
れ
同

時
に
前
研
究

所
長

松
本
栄

一
氏

は
美

術
部
長

と
な

つ
た
。

同
年
七
月

一
日

東
京

文
化
財
研
究
所

芸
能
部
研
究
室

と
し

て
東
京

芸
術
大
学
音

楽
学
部
邦
楽
科
教
室

二
室
を
同
大
学
よ
り
借

用
し
、
研
究

を
開
始

し
た
。

同

二
十
八
年

二
月
十
五
日

文
化
財
保
護
養
員
会
委
員
矢
代
彰
雄
氏

は
、
欧
米
出

張
に
付
所
長
事
務
代

理
を
免

ぜ
ら
れ
、
美
術
部
長

田
中

一
松

は
所
長
事
務
代
理
を
命

ぜ
ら
れ

た
。

同

年
四
月

二
十
六
日

東
京
文
化
財
研
究
所
保
存
科
学
部

の
研
究
室

は
、
従
来
東
京
国

立
博
物
館
地
階

の

一
室

に
世

か
れ

た
が
、
同
館
構
内
倉
庫

四
十
坪
を
改
造

の
上
移
転
し
た
。

同
年

五
月

一
、十

七
日

矢
代
宰
雄
氏
欧
米
よ
り
婦
朝

に
付
、
所
艮
事
務
代
理

と
な
り
田
中

一
松

は
所
艮
事
携
代
理
を
免

ぜ
ら
れ
た
。

同
年
十

一
月

一
日

東
京
文
化
財
研
究

所
長
事
務
代
理
矢
代
単

雄
氏
は
、
同
所
長
事
務
代
理
を
免
ぜ
ら
れ
、
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員
専

任
と
な
り
美
術
部
長
田
中

一
松
が
所
長
を

命
ぜ
ら
れ
た
。

同

二
十
九
年
七
月

一
日

東
京
文
化
財
研
究
所
組
織
規
程

の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
と
な

つ
た
。

二
、
機

構

蟻

4

,
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A

機

構

図

文

化

財

保

護

委

員

会

事

務

局

1

文
化
財
専
門
審

議
会

ー

東
京

国

立
博

物

館

-

瞭

都
国
立
博
物
館

⊥

奈
良
国
立
博
物
館

化束

財京

研国

究立

所文

化奈

財良

研国

究立

所文

ユ

第

一

研

究

室

[

⊥
美

術

部

⊥

第

二

研

究

国

r
同
H
囲

国

⊥

芸

能

墨

⊥

演

劇

研

究

室

一

⊥

保

存

科

学

部

τ
圏

閣

L

⊥

郷
土
芸
能
研
究
隆

⊥

化

学

研
院

室

⊥
庶

務

国

⊥

物

理

研

究

室

一

⊥国
圏

国

⊥

庶

務

係

[

B

定

員

及

び

人
事

昭
和
三
十
年
度
に
お
け
る
定
員
は
、
前
年
度
と
同
様
三
十
六
名

で
左
記
定
員
内
訳

の
通
り

で
あ

る
。

⊥

会

計

係

一

七



r

八

本
年
度
の
主
な
人
事
異
動
は
、
専
任
の
資
料
室
長
に
文
部
技
官
中
川
千
咲
が
任
命
さ
れ
、
同
時
に
美
術
部
長
福
山
鮫
男
の
資
料
室
長
事
務
取
扱
の
兼
務
が
解

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
六
月

一
日
附
で
発
令
さ
れ
た
。
又
第

一
研
究
室
勤
務
文
部
技
官
秋
山
光
和
が
資
料
勤
務
室
に
、
資
料
室
勤
務
文
部
技
官
川
上
脛
が
第

一
研
究

室
勤
務
に
配
置
換
え
が
行
お
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
六
月
十
六
日
附
で
発
令
さ
れ
た
。

か
ね
て
病
気
休
養
中
の
文
部
技
官
大
串
純
夫

(資
料
室
勤
務
)
が
、
七
月
十
四
日
死
亡
し
た
の
で
、
そ
の
補
充
と
し
て
、
宮
次
男
を
九
月

一
日
附
で
採
用
し

た
。芸

能
部
長
、
保
存
科
学
部
長
は
前
年
と
同
様
事
務
代
卵
で
あ
る
。

C

定
員
配
置
及
び
現
鹸

1

定

員

三 区

十

年

度 分
,需 一 一 一一

事

務

四 官
魑 一 一 　 一,一一

技

二

三　

官
一

事
務

雇

一 員
一

技

術
雇

七 員
一

雑

務

二 手
一

計

三
六

2

定
員
配
置
及
び
現
員

、

芸 美 所 区1

能 術 昭

部 部 長 分
和一 一 一

定
員

事 三≡

一 務一 一 一
十

現
員

官
年一 一 一 一

三一 董一 二

定 技
員
一

度

含

三 西 二 畏 官
0

一 一 :
定員 事務コ一 一 一 一

現
員

雁員現

奮
一 一 一 一 一一

七

定
員

技
術一 一

八

一 一

現
員

雇
員

一 一 一

定
員 雑

一 一 一 一 務
現
員

手

一

三一

一

≡一

一

二
定
員
一 計

三一 ≡一 二
現員

併

二 四一
任

一

員勤非

三一
職常

一

職 庁

二 一 員 務

筆 臨
一 生 時

計
六 五 1

n
I
-

'

4

の
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門喰1

Ψ

保
存
科
学
量

三

三

三

三

二

二

二

五

庶

務

室

一

旦

旦

二

二

上

七

一

計

四
一

四
=

二

一
二

二

上

五

二

二

三
六

三

六

J-
!、

五

三

一
七

D

予

算

三 区

十

年

度 分

人

二 に

吊 伴
六 5
六
八
千

経
費

円

事

五

酋 業
一

九
千 費

円

一

九

0
計

八

七
千
円

三
、
研

究

活

動

本
研
究
所
が
、
文
化
財

に
対
す

る
直
接

の
成
果
を
目
的
と
し

て
い
る
研
究

は
、
共
同
研
究
と
個

人
研
究

と
に
分
れ

る
。

共
同
研
究

は
、

二
人
以
上

の
研
究
員

の
共
同
し

て
行
う
綜
合
研
究

で
あ

つ
て
、
本
研
究
所

に
所
属
す

る
専
任

の
研
究
員

が
そ

の
遂
行

の
責
任

を
負

つ
て

い
る
。

そ

の
課
題

は
、
個
人

で
は
不
可
能

で
あ

る
広
汎
な
綜
合
的
研
究

を
必
要

と
す

る
も

の
で
、

一
、
棚
査
手
段

の
綜
合
的
構
成

二
、
研
究

の
分
担

等

を
要
す

る
も

の
で
あ
る
。

共
同
研
究

は
、
右

の
性

質
上
本
研
究
所

の
研
究

員

の
み

で
は
遂
行
が
困
難
な
場
合
が
あ
り
、

東
京
大
学
を
は
じ
め
、

数
個

の
大
学

の
教
授
が
研
究
員
と
し

て

一

部
を
担
当
し

て
い
る
。

個
人
研
究

は
、

研
究

員
個
人

の
専

門
と
す
る
課
題

に
対
し

て
の
研
究

で
、
研
究
員
個
人
が
責
任
を
負

つ
て
い
る
。
又
研
究
員

は
原
則
と
し

て
個
人
研
究

と
、
本

研
究
所

の
組
織
規
程
に
定

め
ら
れ
た
事
務
を
担
当
す

る
と
共
に
、
共
同
研
究

に
参
加
す

る
責
任
を
も

つ
て

い
る
。
共
同
研
究
と
個
人
研
究
と

は
以
上

の
如

く
研
究

九



一
〇

計
画

に
従

つ
て
分
れ

る
が
、

そ
の
研
究
過
程

と
成
果

と
は
相

互
に
影
響

を
も
ち

不
離

一
体

の
関
係

に
あ
る
。

共
同
研
究

の
成

果
は
、

数
年

の
成

果
を
ま
と
め

て
刊

行
す

る
場
合

が
多

い
。
又
個
人
研
究

は
、
原
則

と
し

て
毎
週
水
曜

日
に
所
員

の
研
究
報
告
会

を
行

い
、

服
要
な
研
究

の
成
果

を
発
表

し

て
、

こ
れ

に

つ
い
て
の
広

い
見
地

か
ら
各
研
究
員

が
検
討

を
加

・筏

、美
術
研
究

」
を
は
じ
め
そ

の
他

の
愚
上
に
発
表
し

て
い
る
。

A

個

人

研

究

1

個
人
研
究
並

に
事
務
分
担

〈
美

術

部
〉

上
代
日
本
建
築

の
研
究

福

山

敏

男

住
宅
、

営
殿
、

都
市
、
神
社
、
芋
院

の
、
主
と
し

て
平
安
時
代
ま

で
の
潴
資

料
に

っ
い
て
、
前
年
度

に
ひ
き
続
き
研
究
を
継
統
。

廼
築

遺
構

な
ら
び
に
遺
跡

に
関
す
る
調
査

に
つ
い
て
は
、
E
代
都
城
と
宮
殿

の
資

料
を
実

地
踏

査
し
、

藤
原
宮
、
平

城

冨
、

難
波
宮
、

長
岡
窟
、

平
安
宮

等

に
関
し

て
調
査
、

又
田石
丁
県
胆

沢
城
跡
、

山
形

県
城
輪
柵

跡
を
調
査
。

寺
院

に
つ

い
て
は
、
大
阪

四
天
王
寺
及

び
尉

手
県
平
泉
観

自
在

王
院
跡
の
発

掘
調
査

に
従

事
。

岩
ア
県
、
山
形
県
、
烏
取
県
、
島
根
県
、
岡
山
県

の
古
建
築
資

料
の
調
査
並

び

に
文
献
的
資
料

の
類
集
、
研
究

。

(第

一

研

究

室
)

わ
が
国

の
上
代
、
中
世
及
び
近
世

の
築
術
並
び

に
東
洋
箕
術

の
胴

査
研
究
、
美
術
研
究

の
編
輯
。

西
域
美
術

の
研
究

熊

谷

宣

夫

ミ
イ

ラ

ン
第
三
、
第

五
古
趾
将
来

の
壁
画
、
志
貴
山
縁
起
絵
巻

の
構
成
及
び

雪
舟
彩
色
画
等

に
つ
い
て
研
究
。

九
月
東
北
大
学
文
学
部
東
洋
芸
術
史
科
へ
「西
域
の
美
術
」
に
つ
い
て
出
張
講

飛
書
跡
の
研
究

伊

東

卓

治

平
安
時
代
占
道
整
理
の
た
め
、
簑
写
年
次
推
定
可
能
な
る
紙
背
文
書
、
殊
に
仮

名
消
息
の
胴
査
継
統
。

宇
治
平
等
院
鳳
凧
堂
の
調
査
。

京
都
青
蓮
院
蔵
紙
背
文
書
仮
名
消
息
の
調
査
。

古
筆
類
の
調
査

京
都
御
所
に
於
け
る
皇
室
御
物
の
古
筆
類
及
び
東
山
文
庫
の
震
翰
の
調
査
。

新
潟
県
貞
観
園
蔵
筆
蹟
類
の
調
査
。

拡
大
写
真
に
よ
る
筆
跡
の
性
格
判
定
の
研
究
継
統
。

「光
学
的
方
法
に
よ
る
古
美
術
品
の
研
究
」中
筆
跡
の
部
を
執
筆
。

京
都
御
所
に
於
い
て
御
物
伝
藤
原
行
成
筆
雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
の
筆
蹟
の
顕

微
鏡
写
真
撮
影
。

日
華
禅
林
墨
跡
の
整
理
継
統
。

明
治
書
道
史
の
整
理
。

仏
教
図
像
の
研
究

高

田

修

(特
に
両
界
曼
茶
羅
の
調
査
並
に
研
究
)

○

ゐ

1ψ
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、一

ず

京
都

教
王
護
国
寺

に
伝
わ

る
現
図
系
両
界
曼
茶
羅

の
古
本

(前
年
度
研
究
者

自
身

発
見

)
を
中

心
と
す
る
調
査
研
究

。

同
寺

「
真
言

院
曼
茶
羅
」
の
研
究
。

高
野
山
金
剛
峯
寺

の
所
謂
「
血
曼
茶
羅
」
の
調
査
。

イ

ン
ド
美
術

の
研
究

(広

く
イ

ン
ド
及
び
東
南

ア
ジ

ア
の
美
術

に
関
す

る
研
究
)

鳳
風
堂
本
尊
胎
内
発
見
物

の
調
査
並

に
研
究
。

シ
ナ
絵
画
思
想

の
史
的
研
究

川

上

脛

明
末

の
文
人
画

と
も

に
明

の
末
期
、
万
暦
、
崇
禎
年
間

に
活
躍
し
、
画
技

の
上
で
南
宗
画
様

式
を
確
立
し
、
絵
画
思
想

の
面

で
尚
南
既
北
論
を
唱
導

し
た
董
其
昌

と
、
書

画

の
両
者

に
個
性
的
な
手
腕
を
示
し

た
張
瑞
図

の
二
人

に
つ

い
て
、
そ

の
伝

歴
、
作

品
の
調
僅
、
研
究
。

関
西
某
寂
蔵
中

国
圃

の
調
僅

現
在
京
都
国
立
博
物
館

に
仮
寄
托
中

の
関
西
某
家

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
は
、

そ
の

先
代

が
当
時
新
渡

の
中
国
画

と
江
戸
時
代
将
来

の
画
蹟

と
を

蒐
集

し

た

も

の
、
明
清
画

の
佳

品
に
富
む

が
、
南
宗
系
古
典

作
品
の
模
本
も

あ
る
。

約
六

十
点

を
調
査
。

(第

二

研

究

室
)

わ

が
国

の
近
代
及

び
現
代

の
美

術
並
び

に
西
洋
美
術

の
調
査
研
究

。

日
本
美

術
年
姫

の
編
輯
。
黒
田
記
念
室

の
事
務
。

明
治
、
大
正
時
代
絵
画

の
研
究

隈

元

謙

次

郎

明
治
、

大
正
時
代
絵
画
史

の
研
究

国
立
近
代
美
術
館

と
の
「
総
合
研
究
」
に
参
加
、
藤
島
武

二
、
山
本
芳
翠
、
藤

田
嗣
治
等

の
画
家

を
担
当
、
作
家

並
び
に
作

品
に
つ

い
て
の
資
料

の
蒐
集
、

調

査
を
継
続
。

現
代

美
術
界

の
調
査
研
究

岡

畏

三

郎

(
特

に
明
治
以
降

の
わ
が
国
洋
画
家

の
研
究
)

国
立
近
代
美
術
館

の
「
総
合
研
究

」
に
参
加
、
小
出
楢
重
、
岸
田
劉
生
等
を
担

当
、
作
家
並
び

に
作
品

に
つ
い
て

の
伝
記
、
資
料

の
蒐
集
、
調
査
を
継
続
。

本
年
度

の
美
術
界
全
般

に
亘

る
調
査
研
究

調
査
並

に
資
料

の
蒐
樂
、

日
本
美
術
年
鑑

の
編
輯
。

明
治
以
降

に
お
け

る
彫
刻

の
研
究

中

村

伝

三

郎

(明
治
彫
塑
史
)
1
特

に
木
彫

に
電
点

を
置
き
研
究
、
山
崎
朝
雲

を
中

心
と
す

る
伝
統
木
彫

の
復
興

に
つ

い
て
調
査
、

又

こ

の
期

の
唯

一
の
団
体

で

あ
る

「
日
本
彫
刻
会

」
の
活
動

の
調
在
、

目
本
美
術
年
鑑

の
編
輯
。

現
代
美

術
の
調
査

並
に
資

料
蒐

集

関

千

代

(特

に
現
代

日
本
絵
画

の
調
査

研
究

)

明
治

以
降

に
お
け

る
H
本
絵

圃
の
発
展
を
そ
の
美
術
思
潮
、

団
体
と
共
に
調

査
。

上
村
松
園
、

柴
田
安
子
等
の
年
譜

作
成
、
資

料
蒐
集
。

(
資

料

室

)

美
術
研
究
資
料

の
作
戒
、
収
集
、
整
理
、
保
管
公
表
及
び
閲
覧
並

び
に
美
術
研
究
資
料

に
関
す
る
写
真

の
作
成
及
び
そ

の
原
板

の
保

管
並
び

に

エ
ッ
ク
ス
線
写
真
、
赤
外
線
写
真
、
紫
外
線
写
真
そ

の

他

の
特
殊
写
真
に
よ
る
美
術

の
研
究
。
「
東
洋
古
美
術
文
献
目
録
」

一

一



の
編
輯

継
続
。

東
洋
古
陶

磁
の
研
究

中

川

千

咲

(特

に
東
洋
古
陶
磁
を
中
心
と
す

る
工
芸
意
匠

の
研
究
)
古
九
谷
文
様
、
織
部

陶

の
文
様
等

の
研
究
。

工
芸
品

の
光
学
的
研
究

主
と
し

て
古
陶
磁

の
救
、
技
法

の
顕
微
鏡
観
察
。

近
代

工
芸
作
家

の
研
究

宮
川
香
山
、
板
谷
波
山
等

の
作
品

の
調
査
研
究
。

日
本
上
代
絵

画
史

の
研
究

秋

山

光

和

(特

に
世
俗
圃

の
研
究
)

奈
良
平
安
時
代

に
お
け
る
世
俗
画

の
様
式
的
展
開
を
、
作
品

の
精
密
な
調
在

と
関
係
文
献

の
幣
理
と

に
よ
り
実
証
的

に
追
求
、
縛

に
宇
治
平
等
院
鳳
胤
蹴

壁
卯
圃

に
関
す
る
洋
細
な
調
在
研
究
o

東
洋
絵
圃

に
対
す
る
光
学
的
鑑
識
法

の
適
用

に
関
す
る
研
究
と
そ

の
実
施
。

X
線
、
紫
外
隷
、
赤

外
線

、
顕
微
鏡
等
を
応
用
し

て
、
東
洋
絵
圃

の
技
法
、

材

質
、
補

修
状
態
簿

を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を

目

的

と

し
、

本
年
度
は
室

生
寺

金
堂

板
絵
、

高
野
山
阿
弥
陀
聖
衆

来
迎
図
、

同
浬
繋

図
、

御
物
聖
徳

太

子
絵

像
等

に
対
し
実

施
。

フ
ラ

ン
ス

・
ペ
リ
オ
調
査
団

の
中
央

ア
ジ

ア
旅
行

と
そ
の
将
来

品
の
調
査
、

整

理
。滞

仏
中
調

査
し
た
ペ
リ
オ
の
手
記
及
び
将
来

品
に
基

き
、

ツ
ム
シ

ュ
ク
、

ド

ル
ド

ル

・
ア
ク
ル
、

ス
バ

ン
等

の
遺
蹟

に
関
す

る
資
料

の
整

理
と
研
究
。

光
学
的
方
法

に
よ

る
日
本
古
代
彫
刻

の
研
究

久

野

健

=

一

X
線
、

γ
線
、
顕
微
鏡
写
真
等
を
活
用
し
、

日
本
古
代
彫
刻

の
内
部
構
造

を

調
査
、
制
作
過
程
、
年
代
、
系
統
、
発
展
過
程
等
を
研
究
。

平
安
時
代
彫
刻
史

の
研
究

日
本
各
地

に
分
布
す

る
平
安
時
代
彫
刻
を
調
査
、
そ

の
材
料
、
造
像
法
、
年

代
等
を
研
究
し
、
中
央

の
彫
刻
様
式

が
地
方

に
伝
わ

つ
て
ゆ
く
年
代
、
定
朝

様

の
分
布
と
そ

の
年
代
を
取
り
ま
と
め

る
。

彩
色
文
様

の
研
究

上

野

ア

キ

上
代
彫
刻

に
お
け

る
繧
綱
彩
色
文
様

の
資
料

の
収
集
、
並
び

に
そ
れ

に
続
く

各
時
代

の
資
料

の
収
集
継
続
。

図
書
及
び
写
真

の
整
理

〈
芸

能

部
〉

(
演

劇

研

究

室
)

演
劇
及
び
そ

の
保
存
に
関
す
る
調
査
研
究
並
び

に
そ

の
結
果

の
公

表

に
関
す
る
事
務
。

近
世
歌
舞

伎
劇

の
研
究

浦

山

政

雄

戯

曲
史

上
の
鶴

屋
南

北
を
中
心
と
す
る
文
化
文
政
期

の
研
究

を
終
り
、
河
竹

黙

阿
弥
を
中

心
と
す
る
幕
末
か
ら
明
治
初
年

に
及
ぶ
時

期
を
研
究
、
戯

曲
に

関
係

あ
る
部

分
は
「
日
本

文
学
史

」江
戸

時
代
篇

の

一
部
に
発
表
。

基
礎
資
料

と
し

て
黙

阿
弥
興
行
年
表
作
成

の
た
め
、
番
附
類

の
資

料
蒐
集
。

歌
舞
伎
舞
踊
古

曲
の
研
究

既
に
廃
曲
と
さ
れ

て
い
る
も

の
で
現
在
高
齢

の
舞
踊
家

に
よ

つ
て
伝

承
さ
れ

て
い
る
文
化
-
天
保
年
間
初
演

の
歌
舞
伎
舞
踊
を
発
見
、
録
音
、
撮
影
、
型

の
記
録
等

に
よ
り
古
歌
舞
伎

の
実
態
を
把
握
。

■

1

贈



■

6

い一謁

7

(
音
楽
舞
踊
研
究
室
)

音
楽
及
び
舞
踊
並
び

に
そ

の
保
存

に
関
す
る
調
査
研
究
並
び

に
そ

の
結
果

の
公
表

に
関
す

る
事
務
。

能

の
音
楽
的
及
び
舞
踊
的
研
究

横

道

萬

里

雄

能

の
音
楽
的
解
明

の
た
め
、

五
線
譜

に
よ

る
表
記
法
を
研
究
、

ほ
ぼ
実
用

の

段

階
に
至

る
。

代
表
曲
十
曲

の
総
譜

の
作
成
、
及
び
練
習
譜

の
作
成
準
備

の
終
了

と
能
管
唱

歌

の
分
析

を
継
続
。

和
泉
流
狂
言
謡

の
主
要
曲
全
部
を
採
集
、

こ
れ
を
慣
用
譜
及

び
五
線
譜

に
よ

つ
て
整
理
、
黒
川
能

(山
形
)
の
録
音
、
分
林

の
実

施
。

能
楽

諸
文
献

の
調
査

一
噌

流
分
家
の
文
書

の
調
査
(
東
京

教
育
大
西
山
助
教

授
と
共
同
調
査
)
観
世

流
宗

家
の
文
書

の
調
査

(
国
語
研
究

所
西
尾
所
長

、
東
京
教
育
大
小
西
教
授
、

能
楽
研
究

所
表
所
員
、

観
世
流
能
楽

師
観

世
寿
夫

氏
と
共
同
調
査
)
を
実

施
。

近

世
邦
舞
に
お
け
る
型

の
単
元

の
調
査

〆
郷
ヒ
芸
能
研
究
室
)

郷
ヒ
芸

能
及
び
そ
の
保
存
に
関
す
る
調
査
研
究
並
び

に
そ

の
結
果

の
公
表

に
関
す
る
肇
務
。

郷
土
芸
能

の
研
究

三

隅

治

雄

芸
能
分
類
論

郷
土
芸
能
を
形
態
、
技
術
、
演
目
、
時
期
、
演
者
、
名
称
、
知
識

の
観
客
各

面
か
ら
比
較
検
討
し
、
夫

々
の
立
場
か
ら
分
類
し

て
ゆ

こ
5
と
す

る
研
究

で
、

現
在
文
書
調
査

に
よ

つ
て
約

二
千

の
芸
能
資
料
を
各
地
よ
り
収
集
し
、
そ
れ

に
既
刊
書

目

の
芸
能
記
録

を
加

え
て
分
類
基

礎
台
帳
を
作
成
、

又
本
年
度
は

特
に
技
術

に
よ
る
分
類
を
考
究
、
舞
と
踊

に
関
し

て
写
真
資
料

(舞
型
記
録
)

約
百
三
十
を
収
集
照
合
し
、
「
踏
む
芸
」
、
「
跳
躍
芸
」
、
「
旋
回
芸
」
「
行
道
芸
」

の
四
分
類
を

た
て
た
。

念
仏
芸

の
研
究

三

・
信

・
遠
国
境
地
帯
所
在

の
約

二
十

の
盆
時

の
念
仏
踊
、
福
島
県
白

河
附

近

六
ケ
所

の
念
仏
芸
、
京
都
、
兵
庫
、
奈
良
、
鹿
児
島
、
長

崎
各

県
所
在

の

諸
芸
能
を
実
地
調
査
、
写
真
、
録
音
等

に
収
録

又
文
書

に
記

録
。

〈
保

存

科

学

部
〉

(化

学

研

究

室

)

文
化
財
及

び
そ
の
保
存

に
関
す

る
化
学

的
及
び
分
析

的
調
査
研
究

並
び
に
そ
の
結
果
の
公
炎
に
関
す
る
事
務
。

紫
外
線
照
射

に
よ

る
イ

ン
ク
の
観
色
実
験

岩

崎

友

吉

水
銀

燈
を
用

い
、

比
較

的
短
時
岡
に
槌
色
を
起
す

こ
と
を
確
認
、
鉄
を
含
む

イ

ン
ク

の
裾
色
し
た
も

の
を
再
び
発
色
さ
せ

る
こ
と

に
関
連
し

た
実
験
。

剥

落
防
止
用
樹
脂

に
関
す

る
実
験

無
色
透
明
な
も

の
と
し

て
ブ

チ
ラ
ル
系

統

の
も

の
を

取
り
あ
げ

性

能
を
検

討
0
111(a
。

シ
リ

コ
ー

ン
の
応
用

剥
落
止
め
、
せ
ん

い
製
品
強
化
等

の
作
業
中
、
作
業
板
と
し

て
シ
リ

コ
ー
ン

加

工
板
を
用

い
て
資
料

の
附
着
を
防
ぎ
好
成
績
。

石
膏
鉄
心

の
防
錆

石
膏
製
品

が
鉄

心
の
錆

に
よ

る
膨
脹

の
た
め
破
壊

さ
れ

る
の
を
防
ぐ
た
め
、

二
二



「

V

・
P

・
1
に
よ
る
加
工
を
実
験
。

位
相
差

顕
微
鏡
技
術

の
導
入

ま
ず
、

せ
ん

い
の
同
定

の

.
方

法
と
し

て
、
蓮
糸

に
つ
い
て
試
験
、
明
瞭
な

写
真

を
得
る
た
め
実
験
継
競
。

腐
朽
木

材

の
強
化

太
彫
神
像

の
破
片

に
つ

い
て
.4.稲
類

の
合
成
樹

脂
を
応
川
し
、
そ

の
仕

L
り

に

つ
い
て
検
肘
中
。

石
膏
製

品
の
保
存

に
つ

い
て
の
研
究

表
面

の
清
掃
、
特

に
ブ

ロ
ン
ズ
鋳
造

の
際
の
汚
れ
、
脆
弱

部
の
強
化
等

に

つ

い
て
効
果
的

処
置

を
行

う

こ
と
を
確

認
更

に
研
究

中
。

P

・
C

・
P
の
使
用
賦

に
つ

い
て
の
検
肘

茅
葺
等
特
殊
な
も

の
、
木
栃
等

に
刷
毛
塗

り
し

た
場
合

の
適
正
騒

に

つ
い
て

の
実

験
。

紙

の
保
存

に
関
す
る
研
究

薄
葵

に
つ

い
て
揉

み
試
験

を
継
続
。

文
化
財

の
安
全
輸
送

に
関
す

る
鯛
査
研

究

放
射
化
分
析

(A
c
t
iv
a
tio
n

A
n
a
ly
s
is
`

S̀
之
化
財

へ
の
応
川

文
化
財

に
対
す
る
分
析

は
、
非
破
壊
的
な
方
法

が
最
L
。

こ
の
方
法

は
拭
料

を
全
然
損
壊

せ
ず
、
中
性
子
等

で
分
析
試
料
を
衝
繋
し

て
、
試
料
中

の
元
素

に

人
工
放
射
能
を
附
与
し
、
そ

の
放
射
能

の
強
度

と
特
性

を
測
定

し
、
成

分
元

素

の
定
性
定
量
分
析
を
行
う
方
法

で
中
性
子
源

と
し

て
サ
イ
ク

ロ
ト

ン
を
使

用
す

る
。
科
研
、
東
大
化
学
教
室

の
施
設
を
借
用
実
験
、
現
在
ま

で
に
金
沢

一
四

城
、

石
川

門
、

鉛
瓦
中

の
銀
、

昌
寧
出

土

の
渡

金
中

の
銀

の
定
性
を
行

い
潜

足
な
結
果
を
得
。

金
属

の
み
な
ら
ず
多
方
面

に
利
用
可
能
。

育
銅
器

の
成

分

の
分
析
化
学
的
研
究

江

本

義

理

こ
れ

は
、

主
成

分
、
微

県
成

分

の
特
色
に
よ
り
地
域
的

の
差
異
、
原
鉱
産
地

と
の
納

ぴ

つ
き
、

技
術

の
変

遷
等

の
考
古
化
学
的
知
見
を
得

る
こ
と
を
目
的

と
し
て

い
る
。

微
臆

の
試

料
を
扱
5
た
め

の
分
析

法
と
し

て
分
光
分
析
、
イ
オ

ン
交
換
樹
脂

の
利

用
、
電
解

分
析
を
検
討

。

古

代
釘

の
成

分

法
陥
春

金
堂

の
古
代
釘

(当
初
、
中

世
、

近
世
、
江
戸

末
)
四
種
に

つ
い
て
成

分
の
研
究
。

(物

理

研

究

室

)

文
化
財
及

び
そ

の
保
存

に
関
す

る
物

理
学

的
調
査
研
究

並
び
に
そ

の
結
果

の
公
表

に
関
す

る
事
務
。

γ
線

に
よ

る
金
銅
仏

の
透
視

登

石

健

三

法
陥
瀞
宝
蔵
内

の
金
銅
仏
十
数
体

に
つ
い
て
透
視
撮
影

を
実

施
。

玉
眼

の
材
質
検
査

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵

の
末
彫
像

の
玉
眼

に
つ
い
て
そ

の
材
資
が
硝
子

か
水

品

で
あ

る
か
を
検
査
、

ナ
ト
リ

ウ
ム
ラ
ン
プ
よ
り

の
単
色
光
を
用

い
、
偏
光

に
よ

つ
て
複
屈
折

の
有
無
を
実
験
。

梱
包
内

の
湿
度
自
動
調
節

に
つ
い
て

密
閉
梱
包
内

の
湿
度
が
外
気
温

の
変
化

に
よ

つ
て
非
常

に
変
化
し
、
内
容

に

大
き
な
悪
影
響
を
来
す

こ
と
を
防
ぐ

た
め
、
既

に
吸
湿
し
梱
包
時

に
外
気
と

ド

A

ザ

プ
ー

i

-



平
衡

に
あ
る
吸
湿
剤
を
同
封
し
て
や
る

こ
と
を
提
唱
し
た
が
、
数

種

の
吸
湿

剤

に
つ
い
て
そ

の
特
性
を
実
験
、

シ
リ

カ
ゲ

ル
よ
り
も
他
に
良
剤

の
あ
る

こ

と
を
発
見
。

岩
絵

具

の
裾
色

螢
光
燈

と
白
熱
燈
と

の
同

ル

ッ
ク
ス
に
よ

る
襯
琶

差

の
比
較
実
験
、
新
計
器

購

入
に
よ

り
今
後
定
量
的

に
切
り
代
え

る
。

国
際
会
議
出
席
及

び
各

国
研
究
機
関

視
察

資

料
の
整
理
。

(
生

物

研

究

室
)

B

共

同

研

究

1

光
学
的
方
法

に
よ

る
古
美

術
品
の
研
究

本
研
究

所
の
光
学

的
方
法

に
よ

る
古
美
術

品
の
研
究

は
、

り
、

て
、

こ
の
種
東
洋
美

術
に
対
す
る
適
用
の
可
能
性

が
認

め
ら
れ

た
。

争
に
よ

つ
て
中
断
さ
れ
た
。

戦
後
、

本
研
究

所

で
は
再
び

こ
の
問

題
の
重
要
性

を
取

上
げ
、

協
力
者
、
東
京
大
学
工
学
部
助
教
授
中

山
秀
太
郎
氏
、

文
化
財
及
び
そ

の
保
存

に
関
す

る
生
物
学
的
調
査
研
究
並
び

に
そ

の
結

果
の
公
表
に
関
す

る
嘱
務
。

岩

崎

友

吉

防
徽

剤
、

殺
虫
剤

の
研
究

江

本

義

理

2

科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究

助
成
研
究

a

消
息
を
通
じ

て
み
た
る
藤
原
俊
成
筆
蹟

の
展

開

田

村

悦

子

二

〇
、

○
○
○
円

b

飛
烏
、

奈
良
地
方
所
在

の

一
群

の
石
像
研
究

猪

川

和

子

二
〇
'

G
O
O
円

一
九
三

〇
年
頃

か
ら
美
術
研
究
所

(現
東
京
国
粧
文
化
財
研
究
所
美
術
部
)

の
中
根
勝
氏
に
よ

X
線
、
赤
外
線
、
紫
外
線
、
拡
大
写
真
な

ど
に
関
す

る
実
験
的
研
究
が
行
わ
れ

た
。
そ

の
結
果

は
、
昭
和
卜

二
年

「
美
術
研
究
」
七

二
号

に
発
表
さ
れ

こ
の
貴
重
な
実
験
的
研
究
も
、
本
格
的
機
械
設
備
を
有
す

る
ま

で
に
至
ら

ぬ
う
ち
、
戦

所
員
秋
山
光
和

を
研
究
担
当
者
と
し
、
所
戯
中
川
千
咲
、
岡
畏
三
郎
、
久
野
健
を
所
内

の

名
古
屋

大
学

理
学
部

教
授
理
博

山
崎

一
雄
氏

を
所
外

の
協
力
者
と
し

て
研
究
班
を
組
織
し
た
。
昭
和

二
十
四
年
度
か
ら
同

二
十
五
年
、
同

二
十
六
年

度
(
こ
の
年

の
担
当
者

は
中
川
千
咲
)
に
わ

た
つ
て
科
学
研
究
費

(個
人
研
究
)
の
交
付
を
受
け
、
ま
た
研
究
所

予
算

に
も
機
械
設
備

の
購
入
費
が
認
め
ら
れ

て
、
研
究
着
手

の
運
び
と
な

つ
た
。

こ
れ
と
前
後
し

て
所
員
秋
山
光

和
は
、

昭
和
二
十
五
年

よ
り
同

二
十
六
年

に
わ

た
る
欧
洲
留
学
中
、
潴
国

の
各
研
究
機
関
、
美
術
館

に
お

い
て
す

で
に
実

一
五

,

ヒ
'

【ソ

』

つ

∩
、

,



r
　
　

一
六

用
化
さ
れ

つ
つ
あ
る
光
学
的
鑑
識
設
備

を
見
学
し
、
そ

の
資

料
蒐
集

に
努

め
た
。
昭
和

二
十

七
年
度

に
は
、

こ
れ
ま

で
の
成
果
を
基
礎
と
し

て

一
層
根
本
的

な
研
究
装
置

の
整
備
と
、
そ

れ
に
よ
る
基
礎
的
研
究

を
行

う
た
め
機
関
研
究
費

の
交
付

を
愛
け
、
光
学
研
究

に
必
要
な
最
新

の
機
械

の
類
も
格
段

に
整
備
す

る
に
至

つ
た
。

(
四
、

施
般

ー
A
光
学
的
研
究

施
設
参
照
)
又
、
昭
和

二
十

入
年
度
よ
り
同
三
十
年
度

に
お

た
り
継
続
的

に
総
合
研
究
賞

の
交
付
を
受
け
た

の

で
、

研
究

の
個

械
を
も
更

に
拡

大
し
、

人
員
を
も
増

加
し
て
研
究

陣
容
を
整
え
、

次

の
如
く
分
担
し
た
。

作

品

の
鑑
識
お
よ
び
築
術
史
的
研
究

物

理
化

学

的
鑑

識

技
術

の

研

究

写

真

技

術

の

研

究

i{ {

X書 工 彫 絵

線 蹟 芸 刻 画

 

γ
線
及
び
紫
外
線

化
学
分
析
及
び
β
線
後
方
故
乱
に
よ

る
判
定

{赤
外

線
等

顧

微

鏡
、

カ

ラ

ー

フ

ィ
ル

ム
、

そ

の
仙

A-一A
橋小山山平登中伊山中久秋田

本 沢 騨 田 石 山 東 辺 川 野 山 申

秀

卓 知 千 光 一弘 健 文 一 健 太

次 志 男 雄 穣 三 郎 治 行 咲 健 和 松

所

長

所

員

所

員

所

員

東

京

国

立

博

物

館

所

員

東

京

大

学

工

学

部
助

教

授

所

員

科

学

研

究

所

所

員

名

古

屋

大

学

理

学

部

教

授

科

学

研

究

所

主

任
研

究
員

所

員

所

員

昭
和
二
十
四
年
度
よ
り
同
二
十
九
年
度
に
至
る
六
年
間
の
継
続
的
な
光
学
研
究
の
成
果
は
、
本
研
究
所
の
「美
術
研
究
」誌
上
及
び
研
究
報
告
会
等
に
よ
り

発
表
さ
れ
て
い
る
が
、昭
和
二
十
九
年
度
文
部
省
研
究
成
果
刊
行
費
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
の
で
、
本
研
究
所
の
光
学
研
究
班
(田
中

一
松
、秋
山
光
和
、中

山
秀
太
郎
、
伊
東
卓
治
、
山
崎

一
雄
、
登
石
健
三
、
久
野
健
、中
川
千
咲
)
に
よ
り
昭
和
三
十
年
三
月
二
十
五
日
「光
学
的
方
法
に
よ
る
古
美
術
品
の
研
究
」と

し
て
現
在
ま
で
の
研
究
成
果
の
総
合
的
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。即
ち
①
こ
の
種
の
研
究
の
意
義
及
び
国
内
国
外
に
お
け
る
研
究
の
沿
革
と
現
在
、②
研
究
の

レ



4

Y

トリ

方

法
と
そ
の
設
備
、
③
東
洋
美
術
品

に
対
す

る
適
用

の
成
果

の
三
部

に
分
ち
各
研
究
担
当
者
が
分
担
執
筆
し
、
豊
富

な
図
版

(八
十

二
葉
)
に
よ

つ
て
、
具
体

的

に
そ

の
実
例
を
示
し
た
。
な
お
、

こ
の
外

こ
の
研
究

に
関
す
る
発
表
論
文
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

「美
術
研
究
」所
載
関
係
論
文
目
録

第

一
五
九
号
(昭
和
二
十
六
年
二
月
)

光
学
的
方
法
に
よ
る
美
術
品
の
鑑
識

前
言

X
線
透
過
法
に
よ
る
仏
像
の
研
究

X
線
に
よ
る
彫
刻
の
実
験

紫
外
線
に
よ
る
絵
画
の
調
査

第

一
六
三
号
(昭
和
二
十
六
年
十

一
月
)

X
レ
イ
に
よ
る
彫
刻
の
調
査

第

一
六
六
号
(昭
和
二
十
七
年
入
月
)

東
大
寺
の
塑
像

第

一
六
八
号
(昭
和
二
十
入
年
二
月
)

光
学
的
方
法

に
よ
る
絵
画

の
研
究
ー

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
に
於
け
る
研
究
の
現
状
と
東
洋
絵
画
へ
の
適
用

日
本
画
顔
料
の
X
線
透
過
に
関
す
る
実
験

絵
因
果
経

・
紫
式
部
日
記
絵
巻

・
金
棺
出
現
図
の
X

線
に
よ
る
彫
刻
の
実
験

紫
外
線
に
よ
る
古
陶
磁
の
実
験

ル
ー
ヴ
ル
研
究
所
に
於
け
る
美
術
品
の
科
学

的
研
究

第

一
七

一
号
(昭
和
二
十
入
年
十

一
月
)

木
心
乾
漆
像
に
つ
い
て

山 久 申 秋

崎野劉
一 太 光

雄 健 郎 和

 

久

野

久

野

健健

秋

山

光

和

中

山

秀

太

郎

中 秋

川 山

千 光

咲 和

 

マ

ド

レ

ー

ヌ

・
、ウ

ー

ル

久

野

健

第

一
七
二
、

厳
島
神
社
所
蔵
小
形
檜
扇
絵
に
つ
い
て

第

一
七
四
号
(昭
和
二
十
九
年
三
月
)

源
氏
物
語
絵
巻
に
つ
い
て
の
新
知
見

一
七

三
号

(昭
和

二
十

入
年
十

二
月
、

二
十
九
年
三
月
)

源
氏
物
語
絵
巻
の
顔
料
に
つ
い
て

第

一
七
九
号
(昭
和
三
十
年

一
月
)

教
王
護
国
寺
所
蔵
唐
櫃
と
そ
の
絵
画

第

一
八
二
号
(昭
和
三
十
年
十
二
月
)

鳳
凧
堂
本
尊
胎
内
納
置
の
阿
弥
陀
大
小
呪
月
輪
及

び
蓮
台
の
構
造
と
彩
色
文
様

鳳
風
堂
禾
尊
胎
内
納
置
の
阿
弥
陀
大
小
呪
月
翰
台

座
の
楽
書

鳳
風
堂
本
尊
納
入
物
の
透
過
撮
影

鳳
風
堂
本
尊
胎
内
納
入
物
中
の
ガ
ラ
ス
破
片
に
つ

い
て

研

究

報

告

会

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
美
術
品
の
光
学
的
研
究

(昭
和
二
十
七
年
二
月
)

光
学
的
方
法
に
よ
る
東
洋
美
術
品
の
鑑
識
に
関
す

る
研
究
(昭
和
二
十
入
年
二
月
)

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
に
よ
る
金
銅
仏
の
透
視
研
究

(昭

和
二
十
九
年
三
月
)

一
七

秋

山

光

和

山中 秋

崎山 山
秀一太 光

雄郎 和

 

秋

山

光

和

秋

山

光

和

伊

東

卓

治

久

野

健

山

崎

一

雄

秋

山

光

和

千久登 研

沢野鷲

禎 健 全

治健三 員

 

[
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一

2

科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究

ω

総

合

研

究

a

一
入

本
研
究
所

の
光
掌
的
方
法

に
よ

る
古
箕
術
品

の
研
究

は
、
昭
和

.

.卜
四
年
よ
り
科
学
者
と
匙
術
史
家
が
協
力
し

て
、

東
洋
美

術
品

の
光
学

的
放
射
線

的

鑑
識
及
び
研
究

に
従
事
し

て
き
た
。

こ
の
結
果

は
、
絵
面
、
彫
刻
、
工
芸

の
各
分
野
に
新
ら
し

い
研
究

問
題
と
又
多

く
の
成

果
を
得

た
。
殊

に
、
①
彫
刻

に
お

い
て
は
、
八
世
紀
に
流
行
し
た
木
心
乾
漆
彫
刻

の
造
像
法
、
寄
木
造

彫
刻

の
発
生
の
諮
原

因
等
(
主
と
し
て
X
線
使
用
)
②
絵
画

に
お

い
て
は
、
古
代

頗
料

の
性
質
、
年
代
判
定
等

(主
と
し

て
鏑
外
線
、

X
糠
使
用
ワ
③
工
芸
に
お

い
て
は
、

顕
微
鏡

写
真
撮
影

に
よ
る
焼
物

の
窯

の
判
定
、
織
物

の
織
り
方
等

④
轡
跡

に
お

い
て
は
、

運
筆
、

筆

の
性
質
奪
を
究

明
ナ
る

こ
と
が

で
き
、

従
来

肉
眼
に
よ
り
主
観

的
判
断
を
下
し

て
い
た
も

の
に
対
し

て
、
客
観
的
な
新

資
料
を
も
た
ら
し

て
き

た
。

設
傭

に
お

い
て
は
、
漸
次

改
良
拡

張
が
行
お
れ
、
X
繍
透
過
黄
置

の
如
き
も
白

色
単
色
等

四
台
を
数
5

る
に
至

つ
て
い
る
。
又
従
来
本
研
究

所

の
設
備

で

は
、

鋼
造
彫
刻

を
透
過
撮
影
ナ
る

こ
と
は
鮭
し
か

つ
た
が
、
昭

和
.
.卜

八
年

か
ら
,
コ
パ
ル
ト
60
」
を
使
用
し

て
透
過
撮
影

に
成
功
し

て
い
る
。

以

上
の
如

く
六
年
間

に
お

た
つ
て
、
美
術
史
家

と
科
学
者

と
の
協
力

に
よ

る
光
学
的
研
究

は
、
ほ
と
ん
ど
東
洋
美
術
品

の
全
分
野
に
適

用
す

る
こ
と
が

可
能
と
な

つ
た
の
で
、
そ
れ

ら
の
詰
方
法

と
全
機
能
を
発
揮
し

て
木
研
究
を
巡
め
、
"
本
箕
術
史

の
根
幹
を
な
す
法
隆
寺

伝
来

の
諸
宝

物
を
総
合
的

に
解

明

し
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ
る
。

本
研
究

は
、
美
術
史
家

に
よ

る
研
究
と
、
専
門
科
学
者
に
よ
る
諸
方
法

の
研
究

と
に
大
別
さ
れ

る
が
、
美
術
史
家

に
よ
る
研
究

は
、
絵
画
、
彫
刻
、

工

芸

の
111C̀
に
分
れ

る
。
①
絵
画

に
つ
い
て
は
、

法
隆
寺

の
玉
虫
厨

子
須
弥
座

絵
、
橘
夫

人
厨
子
絵
及

び
東
京
国

立
博
物
館
保
管

(法
隆
寺
伝
来
)
聖
徳
太
子

絵
伝

の
X
線
、
紫
外
線
、
赤
外
線
等

に
よ
る
調
査
撮
影
と
、

そ
の
顔
料
技
法
の
判
定

を
行

い
、
更

に
美
術
史
的
判
断
を
加
え

て
年
代
、
様
式
、
系
統
な
ど

へ

●

　
　

り
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を
究
明
す

る
。
②
彫
刻

に
つ
い
て
は
、
玉
虫
厨
子

の
本
尊
、
橘
夫
人
厨
子
須
弥
座

三
尊
像
及
び
小
金
銅
像

の

γ
線

に
よ

る
透
過
撮
影
を
行

い
、
従
来
撮
影

を
行

つ
た
そ
の
内
部
構
造
よ
り
法
隆
寺
伝
来

四
十

入
体
仏
像

と
の
比
較
研
究
を
行

っ
て
、
時
代
判
定

に
役
立

た
し
め

る
。
ま
た
、
百
済
観
音
像
、
五
重
塔

塑
像
等

は
、

X
線

に
て
透
過
撮
影
を
行

い
、

日
本

の
古
代
木
彫
及

び
塑
像

の
研
究
を
行
う
。
③

工
芸

に
つ
い
て
は
、
玉
虫
厨
子
附
属

の
金

工
品
を
顕
微
鏡

撮
影
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
毛
彫
、
蹴
彫
、
魚
子

等
の
手
法

を
判

別
、
同
様

の
方
法

に
て
古
代
染
織
品

の
組
織
及
び
繊
維

の
質

の
判
定
を
行

い
、
螢
光

に
よ

つ
て
の
染
料
品
等

の
鑑
別
を
も
行
う
。

以

上

の
如
く
美

術
史

家
の
実

際
的
研
究

と
併
行

し
て
、

科
学

者
に
よ
る
新

ら
し

い
光
学

的
鑑
織
法

の
研
究

と
実
験
を
行

い
、
順
次
実
物
調
査

に
応
用
し

得
る
よ
う
に
し

て
ゆ
く
。
即

ち
、
古

美
術

品
の
X
線
透

過
法
特

に
二
次

X
線

に
よ

る
特
殊

撮
影

法
の
研
究

や
、
古
代
顔
料

の
光
学
的

放
射
線
的
判
定
、
特

に
β
線

の
後
方
散
乱

に
よ
る
測
定

の
研
究
、

γ
線
に
よ
る
金
工
品
及
び
陶
磁
器

の
透
過
撮
影

の
研
究

等
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

光
学
的
方
法

に
よ
る
美
術
品

の
鑑
識
は
、

一
九

二
〇
年
代

の
末
か
ら
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お

い
て
実
験
的
研
究

が
開
始

さ
れ
、
大
戦
前
す

で
に
応
用
段
階

に
達
し

て
い
た
。
戦
後
、
そ

の
利
用
が
殊
に
盛
ん

で
、

重
要
な
美
術
館
、
研
究
機

関
で
は
完
備

し
た
設
備

を
も

つ
て
美
術
史

的
研
究

や
、
保
存
修

理
事
業

に
応
用
し

て
い
る
。
中

で
も
イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る

B
r
it
ish

M
u
se
u
m
°

フ
ラ
ン
K
S

P
a
la
c
e
d
u

L
o
w
r
e
.

ア
メ
リ

カ
で
は

M
e
t
r
o
p
o
lit
a
n

M
u
s
e
u
m
.
や

F
o
g
g

iVl
u
s
e
u
m

6
`
附
属
研
究

所
が
著
名

で
あ
り
、
又
、

ベ
ル
ギ

ー
の

ピ
"
げ
o
轟
8

冒
①
O
①
昌
#
巴

画
o
。・
寓
霧

6
①
切
自
o
切
巴
σq
5
口
9

イ

タ
=

‐
の

I
st
itu
t
o
C
e
n
tr
a
le
d
e
l
R
e
s
ta
u
r
o
°
は
中
央
国
立
研
究
所
と
し

て
大
規
模
な
研
究
を
行

つ
て
い
る
。

わ
が
国

に
お
け
る

こ
の
種
研
究

の
先
鞭
は
、

一
九
三

〇
年
頃
か
ら
前
述

の
通
り
行
お
れ
た
が
、

設
備
を
と
と

の
え
ぬ
ら
ち
戦
争

の
た
め
中
断

し
た
。
戦

後

の
組
織
的
な
研
究
や
、
応
用
と
し
て
は
、
本
研
究
所
研
究

班
が
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
部

分
的
な

応
用

と
し
て
は
、

「
当
麻
曼
茶
羅

の
X
線
透
視
」

(大

賀

一
郎
氏
)
、
「
正
倉
院
密
陀
絵

の
紫
外
線
鑑
識
」
(
大
林
氏
他
七
氏
)、

「
ベ

ー
タ

ー
ト

ロ
ン
に
よ
る
金
属
像

透
祝
」
(
浅
田
研
究
室
)
等

が
数

え
ら
れ

る
。
特

に
法
隆
瀞
宝
物

に
つ
い
て
は
、
古
く
金
堂
壁
画

の
赤
外
線
写
真
が
撮
影
さ
れ
た

こ
と
と
、

昨
年
瓦
虫
厨
r

の
螢
光

観
察

が
行
わ
れ

た
以
外

に
は
研
究
例

が

な

い
。

本
研
究

の
分
担
課
題
並

に
研
究
分
担
者

は
次

の
通
り

で
あ

る
。

一
九

L



l
l
o

研

究

分

担

課

題

一

分

担

者
i

職

所

属

機

関

「

・

一

田

中

一

松

薩寺

伝来

の
絵圃

的遺

物
に
対す

る

拳
的
鑑識

Ⅲ

秋

山

光

和

小

沢

健

志

天

野

健

法隆

寺伝

来
の
彫刻

的遺

物
に
対
す
る
光学

的鑑

識

橋

本

弘

次中川千咲法陥寺伝来の工芸的遺物に対する光学的鑑識

篠ー

過

ー

ー

ー殊撮影

箆
杣

㍗

罷

古
代
顔
料
の
光学

的
放
尉
線
的
判
定
特
に
β
糠
の
後
方
散
乱
に
よ

山

崎

文

男る測定の研究山崎一男登石健三γ線による金工品及び陶磁器の透過撮影の研究平田穣

所

長研究員写真部主任研究員写真部員研究員工芸課染織室長助教授主任研究員教授研究員研究員

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所同同東京国立博物館東京大学工学部科学研究所名古屋大学理学部東京国立文化財研究所科学研究所

b

研

究

題

[
代

表

福

山

鮫

者

交

付

金

鳳
嵐
覚
の
総
合
的
研
究

男

四
十
七
万
円

宇
治
平
等
院
鳳
風
堂

は
、
藤
原
時
代

の
美
術
、
工
芸

の
最
高
水
準
を
示
す
も

の
で
、
わ
が
古

建
築
の
う
ち
最
も
重
要
な
遣
構

の

一
つ
で
あ
る
。
同
堂

の

大
修
理

工
事
は
、
部
材
全
部

の
解
体
を
終
り
、
本
年

に
至

つ
て
再
び
柱
を
立

て
、
組

み
あ
げ
ら
れ

つ
つ
あ
る
。

こ
の
機
会
を
捉
え

て
、

建
築
、
彫
刻
、
絵

画
、
書
跡
、
工
芸
、
化
学
、
写
真
等

の
各
方
面
か
ら
能
う
限
り
詳
細
な
調
査
を
行

い
、

こ
れ

に
文
献
的
研
究

に
よ

つ
て
得

ら
れ

た
知
識

を
加
え

て
復
原
的

研
究
を
行

い
、
同
堂

の
解
体
以
前

に
は
解
決
し
が
た
か

つ
た
幾
多

の
問
題
を
明
か
に
し
よ
う

と
す

る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
研
究

は
、
昨
年
度

か
ら

の
継
続

φ

脚

ーレ
甥

ti



q

`

b
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研
究

で
あ
る
が
、
本
年

は
調
査

を
更

に
補
足
し

て
、
特

に
同
堂

が
漸
次
組
立

て
ら
れ

て
ゆ
く

の
で
、
工
事

の
進
行
に
伴

つ
て
、
昨
年
度
自
由

に
検
討
し
が

た
か
つ
た
も

の
も

、
今
年

は
細
部

に
わ

た
つ
て
調
査

で
き

る
予
定

で
あ

る
d

そ

の
主
な
研
究
計
画
は
、

①
文
献
資

料
に

つ
い
て
は
、
そ

の
博
捜
を
継
続

す

る
。
②
建
築
技

法
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度

は
、
同
堂

の
解
体
材
が
、
尾
廊

、
翼
廊

等
に
積

み
重
ね

て
あ
つ
て
、
自
由

に
調
査

で
き
な
か

つ
た
。
本
年
は
、

工
事

の
進
行
に
伴

つ
て
細

部
の
撮
影
、
調
査
を
行
う
。
③
仏
像
彫

刻
に
つ

い
て
は
、
本
尊

が
修

理
中

で
あ
る
た
め
、

こ
の
機
会

に
胎
内
納
入
物
な
ど
従
来

み
る

こ
と
が

で
き
な
か

つ
た
も

の
や
、
又
そ

の
技
法
に

つ
い
て
十
分

の
撮
影
調
査

を
行
う
。
④
壁
画
、
扇
絵
、
柱
絵
等

に
つ
い
て
は
、
大
壁

二
面
等

の
撮

影
調
査
を
行
う
、

⑤
顔
料
等
の
化
学
的
研
究

に
つ

い
て
は
、
昨
年
度

の
謂
査

を
補

足
し

て

一
層
精
細
な
撮
影
調
査
を
行
う
。
⑥
色
紙
形

の
書
跡

に
つ
い
て

は
、
関
係
資
料
と

の
比
較
研
究
を
行
う
。
⑦

特
殊
写
真
に
つ

い
て
は
、
紫
外
線
照
射
、
赤
外
線
乾
板
な

ど
に
よ

る
方
法

に
よ

つ
て
、
図
様
、
墨
書
な
ど
は

で
き
る
だ
け
明
確
に
捉
え
る
、
等

で
あ
る
。

鳳
鼠
堂

に

つ
い
て
の

こ
れ

ま
で
の
研
究

に
は
、
古

く
故

関
野
貞
博

士
の
研
究

が
あ
り
、
明
治

の
修

理
に
際
し

て
は
、
故
武
田
五

一
博
士

の
研
究
が
最
も

重
要
な
も

の
で
あ
る
。
そ

の
後

、
津
田
敬

武
氏

の
「鳳

鼠
堂

の
研
究
」
、
田
申
喜
作
氏

の
「鳳
鳳
堂
雲
中
供
養
仏
」
も
出
さ
れ

て
い
る
。
「
平
等
院
図
鑑
」
は
、

福
山
敏
男
と
森
暢

氏
の
共
著

で
昭

和
十

九
年

に
出

版
さ
れ

て
い
る
。

又
福
山
敏

男
の
平
等
院

の
境
内
古
図
、
小
御
所
、
緩
蔵

に
関
す

る
研
究
が
あ

る
。
分

担
者
久
野
健
は
、
昭
和

二
十
八
年

に
X
線
照
射

に
よ

る
本
尊

の
調
査

に
成
功

し

て
い
る
。
分
担

者
秋
山
光

和
は
、
か
ね

て
か
ら
同
堂

の
壁
画

に
っ

い
て
群

細
な
翻
査
を
統

け
、
本
尊
後

壁
画

に
関

す
る
研
究

は
、
「美
術
研
究
」
に
発
表

し
て

い
る
。
又
昭

和
二
十

入
年

に
は
X
線

に
よ

る
壁
画

の
調
査
を
行

つ
て
い

る
。
名
古
屋
大
学
教
授
山
崎

一
雄
氏
は
、
同
堂

の
壁

画

の
顔
料
の
研
究

を
行

つ

て
い
る
。

本
研
究

の
分
担
課
題
並
び
に
研
究
分
担
者
は
、
次

の
通
り

で
あ
る
。

研

究

分

担

課

題

分

担

者

職

所

属

機

関

総合

及
び
文
献
的研

究建築技法仏像彫刻における定朝

様
の
研
究

福

山

敏

男浅野清

久

野

塵
研 研

究

員教授究員

東
京
国
立
文
化財

研究

所奈艮学芸大学東京国立文化財研究所

一
=

＼

、



/

二
二

研

究

分

担

課

題

分

担

者

職

所

属

機

関

壁
画
、
扉
絵
、
柱

絵
め

研
究

顔
料
、
金
属
、
ガ
ラ

ス
そ
の
他

の
材
質

の
化
学
的
研
究

色
紙
形

の
欝
跡

の
研
究

工
芸
技
法

の
研
究

特
殊
写
真
撮
影

に
よ
る
調
査

小 岡 伊 山 秋

沢 東 崎 山田

健 卓 一 光

志 譲 治 雄 和

資 研 教 研

究究
料

課

長 員 授 員

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

名
古
屋
大
学

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

東
京
国
立
博
物
館

写

真

室

主

任

一
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

v

「
翁
」
は
、
各
時
代

に
お
た
り
、
又
、
膏
楽
、
知
距
、
演
劇

、
郷
h
芸
能
等
各
部
門

に
関
連
を
も

つ
の
で
、

こ
の
性
格
を
科
学
的
に
分
析
、
研
究
す
る

こ

と

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、

日
本

に
お
け

る
箕
能

の
根
本
的
な
問
題
を
明

か
に
す

る
こ
と

で
も
あ

る
。

従

つ
て
、
本
研
究

は
各
部
門

に
お
け

る
「
翁
」
を
桑
学
的
、
膏
楽
学
的
、
演
劇
学
的
、
民
俗
学
的
立
場
か
ら
調
査
研
究
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
そ

の
研

究
融
圃
は
、
①
能
、

シ
テ
方
、
嘱
.r
方
、
狂
3

方
、
各
流
現
存

の
「
翁
し
、
②
近
世
邦
楽
、
舞
踊
、
歌
舞
伎
、
人
形
劇
、
三
曲
、
長
唄
及
び
義
太
夫

、
常
磐

津
、
清
元
、
河
東
節

の
浄
瑠
璃
各
流

に
飛
存
ず
r2
'.i　
=
物
、
祝
儀

物
と
し

て
の
十
数
曲
、
歌

舞
伎
劇

場
史
実

に
現
れ

る
古
式

の
「
翁
」
、
③
各

地
に
お
け

る
郷
h
芸
能
と
し

て
存
統
す

る
,
翁
-
等

の
録
汗
、
撮
影
、
紀
鯨
、
調
査
を
行

い
、
総
合
的

に
、
翁
」
の
性
格
を
究
明
し
よ
ら
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

本
研
究
所

の
「
翁
」
の
調

査
は
、
昭
和

.
一卜
八
年
六
月
よ
b
継
続
的

に
実

施
し

て
い
る
が
、
そ

の
虫
な
も

の
は
、
①
観
世
流
謡
、
和
泉
流

狂
言
、
森
田
流

笛
、

幸
流
小
鼓

、
幸
清
流
小
鼓
、
観
世
流
小
鼓
、
葛
野
流
大
鼓
等

に
よ
る

「翁
」
、
②
山
田
流
箏
曲

に
よ

る

「
翁
」
、
長
唄

「
翁
千
歳
三
番
聖
」
、

③
群
馬
、

神
奈
川
各
地

の
人
形
芝
居

の

「
翁
し
、
④
静
岡
、
伊
豆
半
島
各
地
及
び
淡
路
島

に
お
け

る
能
楽
系
統

の

「
翁
」
、
⑤
奈
良
坂

の

「
翁
」
、
西
浦
及

び
田
峯

田
楽

の
「
翁
」
、
国
栖
舞

の
「
翁
」
、
雪
祭
り

の
「翁
」
、
春

H
神
社
御
祭
及
び
呪
師
走
り

の
「
翁
」
、
島
根
県
佐
陀
神
能
及
び
平
田
市
園
町

の
三
番
隻
等

の
調
査

で
あ

'

,

ド

.
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る
。

本
研
究

に
つ
い
て
の
こ
れ
ま

弔
、
の
文
献

に
は
、
折

口
信
夫
氏

の
「
翁

の
発
生
」
、
山
崎
楽
堂
氏

の
「
猿
楽

の
翁

し
等
が
あ
る
が
、

「
山
伏
神
楽
、
法
印
神
楽
」
、
「
霜
月
神
楽
之
研
究
」
、
能
勢
朝
次
氏

の
「
能
楽
源
流
考
」
、
九
重
左
近
氏

の
「
江
戸
近
世
舞
踊
史
」
、

田
嘉
章
氏

の
「
ラ
ヂ

オ
邦
楽

の
鑑
賞
」
等

が
こ
れ

に
関
連
す

る
も

の
と
し

て
重

要
で
あ
る
。

本
研
究

の
分
担
課
題
並
び

に
研
究
分
担
者

は
、
次

の
通
り

で
あ
る
。

木
田
安
次
氏

の
「
能
及
び
狂
3

疹
」
、

高
野
辰
之
氏

の
「
日
本
演
劇
史
」、

町

研

究

分

担

課

題

分

担

者

職

所

属

機

関

翁
の
美
学

的
研
究

翁
の
音

楽
学

的
研
究

翁
の
民

俗
学
的
研
究

能

に
お
け
る
翁
の
研
究

近

世
邦

楽
に
お
け
る
翁
の
研
究

近

世
舞

踊
に
お
け
る
翁

の
研
究

歌
舞
伎
、

文
楽

に
お
け

る
翁

の
研
究

郷

L
芸
能

に
お
け
る
翁
の
研
究

三 浦 戸 町 横 池 岸 加

道 田隅 山 部 田 辺 藤

萬 弥
治 政 銀 嘉 里 三 成 成

鱗 作章雄雛 之
同 同 研 講 研 助 助 教

究 教 教

 

究

員 師 員 授 授 授

東
京
芸
術
大
学

東
京
大
学

慶
応
義
塾
大
学

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

東
京
芸
術
大
学

東
東
国
立
之
化
財
研
究
所

同

㈲

機

関

研

究研

究

課

題

担

当

者

占
美
術
品

の
変
色

に
関
す

る
研
究

克

江 登 岩
協

力

者

関

野

交

付

金

本 石 崎

義 健 友

理 三 吉

二
百
五
十
万
円

古
美
術
品

の
保
護
保
存
上
、
そ

の
変
色
を
防
止
す

る
こ
と
は
最
も
重
要
な
問
題

で
あ
る
が
、

い
ま
ま

で
、

こ
れ

に

つ
い
て
の
組
織
的
な
研
究

が
な

く
、

二
三

又
防
止
策



「

二
四

■

に
つ
い
て
も
確
立

さ
れ

て
い
な

い
。

特

に
、
近
時
螢
光
燈

の
普
及
が

(
一
般

の
照
明
は
勿
論

こ
の
研
究

の
対
象
で
あ
る
が
)
増
大
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
典

術
品
に
対
す
る
影
響
に

つ
い
て
は
何
等
結
論
を

み

て
い
な

い
。
又
東
洋
莫
術
品
特

に
絵
画

に
お

い
て
は
、
西
欧

の
ぞ
れ

に
比
し

て
独
特

の
手
法
に
よ

つ
て
お
り
、
顔
料
が
変
色

の
原
因
に
対
し

て
よ
り
直
接
に
、
大

き

く
影
響
を
与
え

て
い
る
と
考

え
ら
れ

る
が
、

こ
れ

に
つ
い
て
も
同
様
そ

の
結
論
を
み

て
い
な

い
の
で
あ

る
。

こ
う
し

た
間
題
を
各
種

の
変
色

の
機
構
を
明
か

に
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
解
決

し
よ
～
と
す

る
も

の
で
あ
る
。

本
研
究

は
、

こ
の
よ
う
な
要

累
に
対
し
、
物

理
的
、
化
学
的
立
場

か
ら
紺
織
的
な
研
究
を
行
～
も

の
で
、
①
顔
料
等

の
精
密
な
分
析

②

こ
れ
ら
成
分
組
成

の
明

瞭
な
も

の
に
対

し
、
租

々
の
光
源

を
用

い
て
照
明

し
た
場
合

の
影
響

③
穏

々
の
ガ

ス
に
接
触
し

た
場
合

の
変
化

④
温
湿
度

の
影
響
等
を
研
究
詔
査
し

て
、
外
的

条
件

の
許
容

限
界

を
定

め
る

こ
と
等

で

こ
の
岡
題
の
防
止
対
策
に
資
す

る
こ
と
を
同

的
と
し
て

い
る
。

ま
ず

、
本

年
度

に
お

い
て
は
、
各

地
の
収
蔵
庫
、
展
観
場
簿

に
つ

い
て
照
明

の
状
態
、
有
省

と
み
な
さ
れ

る
ガ

ス
の
存
在
等

に
つ
い
て
測
定
を
行

い
、
法
隆
寺
、

鳳
風
党

そ

の
他
合
成
樹

脂

で
処
理
し
た
も

の
に
対
し

て
は
色

の
経
年

変
化
の
資
料
を
作
成

す
る
予
定

で
あ
る
。

現
在

ま
で
は
、
狡
置

不
備

の
た
め
観
色

を
白
熱
竃
球

と
螢
光
燈

と
に
つ
い
て
、
肉

眼
的
観
察

に
よ
る
比
較

を
し

た
に
過
ぎ
な

い
が
、
岩
絵
具

に
つ
い
て
こ
れ
を
行

う

と
、
赤
系
続

の
絵
具
、
特

に
丹
の
場
合

は
、
螢
光
燈

の
照
度
を
低

く
し

て
実
験
し

て
も
、
白
熱
電
球

で
照
明
す

る
よ

り
著
る
し

い
裾
色
を
示
し

た
。

こ
れ

は
三
ミ

リ
厚

の
窓

ガ
ラ

ス
を

フ
ィ

ル
女

ー
と
し
て

用

い
た
時
も

変

り
な
く
起

つ
た
の
で
、

こ
の
原
因

は
、
螢
光
燈

よ
り
発

せ
ら
れ

る

僅

か
な

紫
外
線

に
よ

る
も

の
で
は
な

く
、
螢

光
燈

で
は
、
白

熱
燈
よ
り
も

特
に
豊
富

な
青
色
光
線

に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
ら
と

い
ら
紬

論
も

で
て

い
る
。

観
色

に

つ
い
て
は
、
特

に
染

料
、

顔
料
、
塗

料
、
合
成
樹
脂
等

に
つ
い
て
曝

癬
試
験
、
促
進
試
験
等

の

各
種
試
験

が
、
主

と
し
て

工
業

上
の

必
要

か
ら

内
外
共

に
、
か
な
り
行
わ
れ
て

い
る
。

し
か
し
そ
の
対
象

は
、
古
美
術
品

と
は
む

し
ろ
縁

の
遠

い
も
の
が
多

く
、

又
測
定
方

法
も
精
密

な
も

の
で
な

い
場
合

が
多

い
。

海
外
博
物
館
附
属
研
究

所
に
お

い
て
は
、
主
と
し
て
螢
光

燈
を
中

心
と
す

る
各
種
光

源
の
美

術
品
に
対
す

る
影

響
が
研
究

さ
れ

つ
つ
あ
る
が
、

手
法
、
材
料
を
異

に
す

る
東
洋
美
術
品

に
対
し

て
は
、
そ

の
ま
ま
適
用

で
き
な

い
実
例
が
す

で
に
み
ら
れ

て
い
る
。

C

研

究

論

文

等

F

●

、

ーゴ
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サ

〈
美

術

部
〉

下

村

観

山

武
人
画
家
の
系
譜

大
谷
ミ
ッ
シ
。
ン
将
来
の
玄
爽
三
蔵
画
像
二
図

(図
版
解
説
)

信
貴
山
縁
起
絵
巻
の
成
立
を
め
ぐ
る
歴
史
的
諸
条
件

i

同
絵

巻
研
究

の
序
説

と
し
て
l
l

浜
松
図
屏
風
に
つ
い
て

(遺
稿
)

黒
田
清
輝
作
品
補
遺

上

西
域
出
土
塑
造
頭
部

(解
説
)

平
泉
千
手
院
の
鉄
樹

ベ
ゼ
ク
リ
ク
第
八
号
窟
寺
将
来
の
壁
画

明
治
期

の
洋

画

黒

田

清

輝

ミ
イ

ラ
ン
第
三
及
び
第

五
古
祉
将
来

の
壁
画

教
王
護
国
寺
所
蔵
唐
櫃
と
そ
の
絵
画

法
隆
寺
政
所
井
法
頭
略
紀

副
島
蒼
海
先
生
の
書

古
九
谷
意
匠
の
一
考
察

董
其
昌
筆
倣
楊
昇
没
骨
山
水
図

(解
説
)

熊 隈 持 大 熊 田 隈

谷 兀 丸 串 谷 中 兀

謙

宣.L一 純 宣 一 も
次

郎夫 夫 夫 松

 

謙

次

郎夫

福

山

敏

男

熊

谷

宣

夫

隈

元

謙

次

郎

限

元

謙

次

郎

熊

谷

宣

夫

現
代
日
本
美
術
全
集

第

一
巻

美

術

史

莫

術

史

癸
術
研
究

一
七
七
号

美
術
研
究

一
七
七
号

美
術
研
究

一
七
七
号

美
術
研
究

一
七
七
号

ミ

ュ
ー
ゼ

ア

ム

四
入
号

美
術
研
究

一
七
八
号

現
代
日
本
美
術
金
集

第
二
巻

現
代
日
本
美
術
全
集

第
二
巻

美
術
研
究

一
七
九
号
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・

五
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五
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・

五

三
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・

三
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一

111
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・

三

・
二

二
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1
0

・

三

・
三

〇

11
1
0

・

三

・
三

〇

11
1
0

・

三

・
it
l
o

秋

山

光

和

美

術
研
究

一
七
九
号

三

〇

・

ill
・
三

〇

福

山

敏

男

典
術
研
究

一
七
九
号

三

〇

・

三

・
三

〇

伊

東

卓

治

墨

美

三

〇

・

三

・
三

〇

中

千

咲

美

術
研
究

一
入

o
号

111
0

・

三

二

一=

上

浬

美
術
研
究

一
八

〇
号

三

〇

・

三

・
三

】

二
五



東
南

ア
ジ

ア
の
美
術

近
代

リ
ア
リ
ズ

ム
の
出
発

東
寺
と
正
系
現
図
曼
茶
織

の
桐
承

鳥

獣

戯

画

秋

久

山

水

図

ロ
光
菩
蔭
半
凱

像

カ

ニ
シ

ュ
カ
大
塔
及
び
舎
利
容
器

の
.再
検
討

ー

ガ

ン
グ

ー
ラ
実
術

の
展
開
に
お
け

る
様
式
的
指
標
と
し
て
1

明

治

の

萸

術

イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
の
金
銅
仏

ア
ジ
ヤ
ン
タ
の
壁
画

平
泉
千
手
院
の
鉄
樹

(補
録
)

中
国
美
術
の
伝
統

平
等
院
鳳
嵐
堂
本
尊
胎
内
納
置
阿
弥
陀
大
小
呪
月
輪
の
調
査

鳳
風
堂
本
騨
胎
内
納
置
の
阿
弥
陀
大
小
呪
月
輪
及
び
蓮
台
の
構
造
と

彩
色
文
様

鳳
鳳
堂
本
尊
胎
内
納
置
の
阿
弥
陀
大
小
呪
月
輪
台
座
の
楽
書

鳳
風
堂
本
尊
納
入
物
の
透
過
撮
影

〈
芸

能

部
〉

能

作

の

流

れ

久 伊 秋 福 無 福 高 高 隈 嵩 久 熊 田 高 隈 高

a
元

謙

次

田中

一

谷

宜

野E
元

謙

次

H田山

敏

谷

宜敏光

束

卓

野

健 治 和 男 夫 男 修 修 郎 修 健 夫 松 修 郎 修

二
六

世
界
文

化
地
理
大
系

ー
九

国
立

近
代

美

術

館

ニ
ュ
ー
ス

仏

教

芸

術

二
四
号

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

五

〇
号

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

五

〇
号

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

五

〇
号

美
術
研
究

一
八

一
号

明
治

文

化

史

全
集

第

一
巻

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

五
六
号

み

つ

ゑ

六

〇
五
号

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

五
七
号

国
立

近
代

美

術

館

ニ
ュ
ー
ス

美

術
研
究

一
入
二
号

美

術
研
究

一
八
二
号

美

術
研
究

一
八
二
号

美
術
研
究

一
入
二
号

OOOOOOOOOOOOOOOO

................
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横

道

萬

里

雄

日

本

文

学

講

座
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・

一

一
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1

4

絢

,

雪
ま
つ
り
の
研
究

民
俗
芸
能
研
究
の
方
向

演

技

伝

承

狂
言
の
新
し
い
動
き

黒

川

能
の
こ
と

な
ん
ば
ん
芸
の
展
開

ー

芸
能
技
術
論
i

遠

山

ま

つ

り

〈
保

存

科

学

部

>

A

lig
h
t
c
o
n
d
e
n
s
e
r
f
o
r
s
p
e
c
t
r
o
g
r
a
p
h
ic
a
l
p
u
r
p
o
s
e
s

薬
師
寺

そ
の
他

の
大
金
銅
仏

の

γ
線
写
真
撮
影

に
関
す

る
記
事

人
工
照
明
の
美

術
品
に
及
ぼ
す
影
響
に
関

す
る
最
近

の
議
論

欧

洲
に
於
け

る
博
物
館
附
属
研
究
所

ウ
イ

ー
ン
の
思
出

フ
ラ

ン
ス
の
博
物

館
附
属
研
究

所

D

研

究

報

告

会
〈
美

術

部

〉

武
人
圃
家

の
系
譜

東
寺

所
蔵
唐
櫃

の
人
物
画

飛
鳥
時
代

三三三横横三三登 登 登 登 登 登

道 道 隅 隅 隅隅 隅

萬 萬

治 治 里 里 治 治 治

雄 雄 雄 雄 雄 雄 雄

石 石 石 石 石 石

健 健 健 健 健 健

久 秋 田

野 山 中

光 憎

健 和 松

遠 国 観 文 演 芸 雪

劇 能 ま

評 復 つ

 

学

院

雑

山

ま

つ

り 誌 世 学 論 興 り

 

N
a
t
u
r
e

富
士

フ
イ

ル
ム
研
究

発
喪
蒔

古
文
化

財

の

科

学

古
文
化

財

の

科

学

日

本

文

化

財

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

三

〇
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一
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・

二

⊥
ハ

.'
l
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鏡
自
在
王
院
の
調
査

「
慶
陵
」
(書
評
)

新
出
の
可
翁
作
品

古
九
谷
の
意
匠

天
平
噂
代

副
島
蒼
海
の
書
と
明
治
書
道

看
聞
御
記
と
若
州
絵

明
治
初
期
の
洋
国
家
た
ち

蒼
其
昌
筆
没
骨
山
水
図
軸

雪
舟
の
彩
色
口
に
つ
い
て

鳳
風
堂
本
尊
胎
内
納
置
阿
弥
陀
大
小
呪
円
板
に
つ
い
て

松
園
展
に
つ
い
て

張
瑞
図
書
国
冊

山
崎
朝
雲
遺
作
展
に
つ
い
て

一
休
と
彼
を
め
ぐ
る
画
人
た
ち

平
安
初
期
時
代

秋
月
揚
子
江
図
巻

変
文
と
絵
巻

大 伊 久 中 田 川 福

串 東 野 川 中 上 山

敏千 一純 卓

夫 治 健 咲 松 脛 男

 

隈

元

謙

次

郎

秋 照 川 田

山 谷 上 申

光 宜 一

和 夫 脛 松

中 川

村
上

伝

郎 浬

関 秋高伊福 熊 川

山田東山 谷 上

千 光 卓敏 宜

代 和修治男 夫 浬

00000000

● ● ● ● ● ● ● ●

六 六 六 六 六 五 五 五

二 二 二 ゜ ° 二 二 二
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五 四 四 四 三 三 三 三 二 二
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ひ1

酬

,

貞
観
彫
刻
の
諸
流
派

俊
成
筆
蹟
の
整
理

平
安
時
代
後
期
e

両
界
曼
茶
羅
に
つ
い
て

毛
越
寺
及
び
観
自
在
王
院
の
発
掘

平
安
時
代
後
期
⇔

上
代
の
窯
業

く
芸

能

部
V

平
曲
と
声
明
・
謡
曲
の
音
楽
的
関
係

謡
曲
の
「位
」を
構
成
す
る
要
素
に
つ
い
て
0

江
戸
人
形
浄
瑠
璃
史
の
資
料
と
し
て
の
恵
明
寺
文
書

芸
能
研
究
方
法
論

謡
曲
の
「位
」を
構
成
す
る
要
素
に
つ
い
て
⇔

〈
保

存

科

学

部
〉

文
化
財
に
対
す
る
「
.;.=
n
‐
ン
」
の
利
用
に
つ
い
て

仏
像
の
玉
眼
に
つ
い
て

E

購

演
く
美

術

部
V

寺
の
文
化
史
的
価
値

中 秋 福 高 秋 田 久

山 山 田 山 村 野

光 悦千 光 敏

咲 和 男 修 和 子 健
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奈
良
時
代
に
お
け
る
造
寺
造
仏
の
機
構

平
安
仏
教
の
特
色
と
そ
の
芸
術

籐
嵩
武
二
の
人
と
芸
術

藤
島
武
二
の
作
品

梁
楷
の
芸
術

〈
芸

能

部
〉

能
の
今
日
的
賭
問
題

芸
能
史
よ
り
見
た
る
御
取
山
行
事

芸
能
研
究
の
指
向
す
る
道

民
俗
芸
能
の
意
味
す
る
も
の

郷
土
芸
能
を
守
る
も
の

民
俗
芸
能
の
保
あ仔
・万
策
に
つ
い
て

能
楽
鑑
賞
の
態
度

く
保

存

科

学

部
V

防
殺
虫
並
に
合
成
樹
脂
に
つ
い
て

法
陥
寺
金
堂
壁
圃
の
合
成
樹
脂
に
よ
る
処
置

日
光
に
於
け
る
漆
上
彩
色
の
修
埋

防
殺
虫
処
置
に
つ
い
て

欧
洲
見
聞
記

I
C
O
M
会
議
出
席
報
告

ド
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F

展

観

梁

楷

名

作

展

於

本

研

究

所

三

〇
、

=

て

一
〇

本
年

は
、
本
研
究
所
が
美
術
研
究
所
と
し

て
発
足
以
来

二
十
五
周
年

に

当
る

の
で
、
記
念
行
事
と
し

て

「
梁
楷
名
作
展
」
を
開

催
し
た
。
参
観

者
は
、
本
研
究
所
旧
職
員
を
は
じ
め
、
関
係
者

四
百
名

に
上

り
盛
況

で

あ

つ
た
。
出
陳
目
録

は
左

の
通
り

で
あ

る
。

梁
楷

名
作
展
覧
目
録

一
、
絹
本
着
色

出
山
釈
迦
図
「
御
前
図
画
梁
楷
」

二
、
絹
本
着
色

三
、
絹
本
着
色

四
、
紙

本
墨
画

五
、
紙

本
墨
画

六
、
紙
本
墨
画

鑑

蔵
印

一

(
三
、
入
九

×

一
、
七

一
尺
L

一
幅

志

摩

雪
景
山
水
図
「
梁
楷
」

鑑
蔵
印

一

(
三
、
七

〇
×

一
、
六
七
尺
)

一
幅

志

摩

雪
景
山
水
図
「
梁
楷
」

英

一
氏

英

一
氏

鑑
蔵
印
「
雑
華
室
印
」
外

一
印

(
三
、
六
五

×

一
、
六
五

尺
)

一
幅

東

京

国

立

博
物
館

六
祖
裁
竹
図

「梁
楷
」

鑑
蔵
印
「
道
有
」
(
二
、
四
六

×

一
、
〇
六
尺
)

一
幅

東

京

国

立

博
物
館

李
白
吟
行
図
「
梁
楷
」

鑑
蔵
印
(
八
思
巴
文
字
力
)
(
二
、
六

八
×

一
、
〇

一
尺
)

一
幅

文
化
財
保
護
委
員
会

布
袋
図

「梁
楷
」

七
、
紙
本
墨
画

八
、
絹
本
墨
画

九
、
絹
本
墨
画

十
、
紙
本
墨
画

寺

四
、
施

設

A

光
学
的
研
究
設
備

昭
和

二
十
七
年
度
に
は
、
そ
れ
ま

で
の
研
究
結
果
に
基
き
、
海
外
に
お

け
る
研
究
機
関

の
設
備
を
参
考
と
し

て
、
機
関
研
究
費

の
交
付

を
う
け
、

本
格
的
な
設
備
を
墜
え
る
に
至

つ
た
。

そ

の
後
漸
進
的

で
は
あ
る
が
、

そ

の
充
実
を
図
り
現
在
左

の
通
り

の
設
備
を
も

つ
て
い
る
。

ω

固

定

式

装

置

a

白
色

X
線
透
過
装
置
(
一
〇
〇
キ

ロ
ヴ
オ

ル
ト
)

一
台

b

単
色
X
線
透
過
装
置
(
銅
を
対
陰
極

と
す
る
)

一
台

(
附
、
螢
光

板
及
び
螢
光

板
支
持
台
、

防
X
線
用
衝

立
各

一
組

)

=
=

大
川
普
済
賛

鑑
蔵

印
「
雑
華
室
印

」

(
1
1'
;
:
七

x

1
、
一
〇
尺
)

一
幅

村

山

長

挙
氏

寒
山
拾
得
図
「
梁
楷
」

鑑
蔵

印
「
雑
華
室

印
」
(
二
、
六
八

×

一
、
一
二
尺
)

一
幅

箱

根

美

術

館

水
鵡
図
「
梁
楷
」
(
○
、
八

一
×
o
、
八

二
尺
)

一
幅

箱

根

美

術

館

芦
鴨
図

「梁
楷
」
(
O
、
七
六

×
○
、
七
六
尺
)

一
幅

山

内

健

二
氏

布
袋
図
「
李
確
」

僖
難
広
聞
賛

(三
、
六
六

×

一
、
〇
九
尺
)

一
幅

妙

心



c

紫
外
線
照
射
鼓
置

(
フ
イ
リ

ッ
プ

社
製

=

一五
W
紫

外
線
電
球

三

箇
使
用
)

一
.台

d

ナ
ト
リ
ゥ

ム
ラ
ン
プ
照
射
装

置

(
ブ
イ
リ

ッ
プ
社
製

一
四

〇
W
大

型

ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ

ン
プ

一
箇
使
用
)

二
台

e

双
眼
実
体
顕
微
鏡
及
び
顎
微
鏡
写
貞
撮
影
狡
置

(
ッ
ア
イ
ス

・
才

プ
ト

ン
祉
製
)

ハ附
、
顕
徴
鏡
支
持
自
在
器
)

一
式

個

可
搬
式
装
置

ハ現
地
撮
影
用
)

a

可
搬
式
白
色
X
線
透
過
装
償
(
八

リ
キ

ロ
ヴ
オ

ル
ト
)
及
び
附
属
鹸

一
紐

b

可
搬
式
単
色

X
線
透
過
装
償

ム
ソ
フ
テ

ッ
ク

ス
ワ

一
台

c

可
搬
式
紫
外
線
照
射
装
置

台

一
.五
W
紫
外
線
電

球

一
箇
使
用

,

二
台

B

保
存

研

究

設

備

昭
和
三
十
年
度

の
機
関
研
究
費

の
交
付
を
ら
け
た

の
で
、
主
と
し

て
本

年
左

の
設
傭
を
整
え

る
に
至

つ
た
。

a

分
光
光
度
計

(紫
外
及
び
可
視
、

H
立
製
作
所
製
)

一
台

(反
射
光
、
透
過
光
を
電
気
的

に

波
艮
ご
と

に

測
定
が

で
き
、
従

つ

て
色
を
数
轍
的

に
扱
え
る
)

b

恒
温
恒
湿
糟

(
東
洋
理
化
工
業
祉
製
)

一
台

(
温
湿
度

の
任
意

の
条
件

下
で
美

術
品
の
劣

化
試
験
が
可
能
)

c

分
光
器
(
紫
外

用
水

晶
分
光
器
)
組
立
中

一
台

(
主
と
し

て
分
光
分
析
に
用

い
る
)

d

光
電
管
比
色
計
(
コ
タ
キ
製
作
所
製
)

一
台

　

三

二

(
比
色
分
析
に
用

う
)

e

紙
耐
操
試

験
器

(
上
島
製
作

所
製

)

一
台

(紙

の
揉

み
に
対
す

る
強

さ
を
測

る
)

C

蔵

書

と

資

料

ω

蔵

書

所
蔵
図
書

は
、
東
洋
古
美
術
、
近
代

日
本
美
術
、
西
洋
美
術
関
係
を

主
と
し

て
、
和
漢
洋
書
を
合
せ

て

約

=

一、
○
○
○
部

で
あ
る
。

他
に

美
術
関
係
雑
濾
、
売
立
目
録
類

及
び
拓
本
等
が
あ
る
。
本
年
は
、
各

地

の
文
化
財
に
つ

い
て
の
報
告
類
、
各
大
学

に
お
け

る
出

版
物

と
の
交
換

受
贈

を
は
か
つ
た
。
又
潴
外

国
の
美

術
館
、
研
究

所
等
の
出

版
物
も
本

研
究
所

発
刊

の
、築

術
研
究

」
と
交
換
受
贈

を
進
め

て
い
る
。
現
在

主
な

潴
外
国

と
の
定
期
交
換
受
贈
先

は
次

の
通

り
で
あ
る
。
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②

資

料

本
研
究
所

の
資
料

は
、
主

と
し

て
写
真

に
よ

る
美
術
研
究
資
料

で
あ

る
が
、
そ

の
収
集

の
目
的

は
内
外

の
資
料
を
あ
ま
ね

く
収
集
、
整
理
、

保
管

し
て
、
そ

の
完
塑
な
収
集
箇
所
と
し
、
美
術

の
研
究

に
資
す

る
こ

と

で
あ
る
。

こ
の
趣
旨

に
基

い
て
設
立
当
初
よ
り
写
真
撮
影

に
よ

る
資

料

の
作
成
を
初
め
、
印
刷
物
を
整
理
し

て
こ
れ

に
加
え

る
等
あ
ら
ゆ

る

機
会

に
そ

の
収
集

に
つ
と

め
て
き

た
。

資
料

の
内
容

は
、
大
別
し

て
日
本
美
術
、
東
洋
美
術
、
西
洋
美
術
及

び
明
治
、
大
正
美
術

に
分
け
、
更

に
こ
れ
を
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
建

築
等

に
分
類
整
理
し

て
い
る
。
そ

の
数

は
、
特
別
大
型

の
も

の
か
ら
小

型

の
も

の
ま

で
約
九

二
、
五

〇
〇
点

で
あ

る
。
写
真
資
料

の
他
に
は
、
拓

本
、
印
譜
、
図
版
力

ー
ド
等
が
あ
る
。

D

黒
田
子
爵
記
A肇

黒

田
子
爵

記
A亜
至
は
、
本
研
究
所

の
創

立
者
故
帝

国
美
術
院
長

子
爵

黒
田

清

輝
氏

の
功
績

を
記
念
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
そ

の
油
絵

、

素
描

、
画

架
な
ど
を
陳
列
し

て
い
る
。

本
研
究
所

に
収
蔵

さ
れ

て
い
る
油
絵

=

一五
点

、

ス
ケ

ッ
チ
ブ

ッ
ク
九
九

点

、
デ

ッ
サ

ン

一
七

〇
点

は
創

立
当
時

主
と
し
て
黒

田
家

か
ら
寄
贈
さ
れ

三
三



た
も

の
で
あ

る
が
、
そ

の
後
樺

山
愛

輔
氏
、
黒

田
照
子
氏
、

田
中
良
氏
等

か
ら

の
寄
贈
も

ふ
く
ま
れ

て
お
り
、
随
時
陳
列
替

を
行

つ
て

い
る
。
毎
遍

太
曜

日
午
後

一
時

か
ら
四
時
ま

で

一
般

に
公
開
し

て

い
る
。
陳
列
品

の
主

な

る
も

の
は
、

「
知
感
情
」
、
「
花
野

」、

「湖
畔

」、

「赤
憂

の
小

女
巳、

-も

る
る
日
影

し
、
「温

室
花
壇

」
等

が
あ
る
。

な

お
、
昭

和
一
.十

九
年

し
月

は
、燃

田
清
輝
氏
没
後

、
漕
...卜
年

に
当

ーー
、

同
月

ヒ
日
よ
り
一
.ト

し
口
吏
で
、
本
研
究
所

と
国

立
近
代
遜

術
館

と
の
焦

催

で
「
黒
田
清
輝
展

」
が
開
催

さ
れ
た
。

E

閲

覧

室

本
研
究
所

の
図
爵

及
び
研
究
資

料
は
、
、研
究
資

料
閲

覧
規
樫

」を
設
け

て

公
開

し
て

い
る
。
聞
覧
者

は
主
と
し
て
研
究
者
、
学
者

、
迩

術
関
係
専

攻

の
学
生
等

で
、
年

間
の
閲
覧
者

数
は
延

.
、
.
.
o
o
名
穆
度

で
あ
る
。

F

土

地

と

建

物

1

土

地

四
四

一
坪

2

建

物

五
三
五
坪
四
合
(
但
、
延
坪

)

本
館

(
地
階
及

び

二
階
建
鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ー
ト
造

り

一
棟
)
及

び
東
京

国
立
博
物
館
構
内
に
木
造
平
屋
建
一
棟
(保
存
科
学
部
)、
の
外
に
東
京

一

芸
術
大
学
音
楽
学
部
邦
楽
科
教
室

の

一
部

(
芸
能
部

)
を
使
用
し

て
い

る
。

建

物

内

訳

三
四

備xI埋 数i 室 区 分一　 」

1一

閲 覧 室 共 用 40坪 資 料 室
20ク 資料並に研究室

二 陪 建 、 一 階19.5坪1 3A 吉 庫

黒曙 輝氏鰍 陳列140〃

会 議 室 共m40ク

記 念 室

陳 列 室

所長、部長、庶携室
艮各室

19.1 管 理 室

美 術 部 使 用 36.9多 研 究 室
6.9ク 事 務 室

19.2多 写 場

19.1ク 写 真 暗 室 等

6.9多 写 真 原 板 室

黒田清輝氏作品倉庫 6.9多 二 階 倉 庫

8.5ク 車 庫
184.9ク 倉庫 渡廊 下等

二 室 8多 芸 能 研 究 室

三 室 及 び 暗 室 40多 保存科学研究室

535.4坪 計
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刊

行

図

書
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昭
和
三
十
年

の
刊
行
図
書

ω

楽
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光
学
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学
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美
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術
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文
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同

統
編

美
術
研
究

索
引

法
隆
寺
金
堂
建
築
及
び
壁
画
の
文
様
研
究

黒
田
清
輝
作
品
集

六
、
職

員

所

長

美
術
部
長

第

一
研
究
室
長

第
二
研
究
室
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●

♂

第

一
章

総

則

(
こ
の
法
律

の
目
的
)

第

一
条

こ
の
法
律

は
、
文
化
財
を
保
存
し
、
且

つ
、
そ

の

活

用

を

図

り
、
も

つ
て
国
民

の
文
化
的
向
上

に
資
す

る
と
と
も

に
、
世
界
文
化

の

進
歩
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

(
文
化
財

の
定
義
)

第

二
条

こ
の
法
律

で
「
文
化
財
」
と

は
、
左

に
掲
げ

る
も

の
を

い
う
。

一

建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
そ

の

他

の
有
形

の
文
化
的
所
産

で
わ
が
国

に
と

つ
て
歴
史
上
又

は
芸
術

上

価
値

の
高

い
も

の
及
び
考
古
資
料

(以
下
「
有
形
文
化
財
」
と

い
う

。)

二

演
劇

、
音
楽
、
工
芸
技
術
そ

の
他

の
無
形

の
文
化
的
所
産

で
わ

が

国

に
と

つ
て
歴
史
上
又

は
芸
術
上
価
値

の
高

い
も

の
(以
下
「
無
形
文

化
財
」
と

い
う

。)

三

衣
食
住
、

生
業
、

信
仰
、

年
中
行
事
等

に
関
す

る

風
俗
慣
習
及

び

こ
れ

に
用

い
ら
れ

る
衣
服
、
器
具
、
家
屋
そ

の
他

の
物
件

で
わ

が

国
民

の
生
活

の
推
移

の
理
解

の
た
め
欠
く

こ
と

の
で
き

な

い

も

の

(
以
下
「
民
俗
資
料
」
と

い
う

。)

四

貝
つ
か
、
古
墳
、
都
城
跡
、
城
跡
、
旧
宅
そ

の
他

の
遺
跡

で
わ

が

国
に
と

つ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値

の
高

い
も

の
、庭
園
、
橋
り
よ

う
、
峡
谷
、
海
浜
、
山
岳
そ

の
他

の
名
勝
地

で
わ
が
国

に
と

つ
て
芸

術
上
又
は
観
賞
上
価
値

の
高

い
も

の
並
び

に

動
物

(
生
息
地
、
繁
殖

地
及
び
渡
来
地
を
含
む
。
)
、
植
物
(
自
生
地
を
含
む

。)
及
び
地
質
鉱

物
(
特
異
な
自
然

の
現
象

の
生
じ

て
い
る
土
地
を
含
む
。
)

で
わ
が
国

に
と

っ
て
学
術
上
価
値

の
高

い
も

の
(
以
下
「
記
念
物
」
と

い
う
。
)

2

省

略

3

省

略

(
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体

の
任
務
)

第

三
条

政
府
及
び
地
方
公
共
団
体

は
、
文
化
財

が
わ
が
国

の
歴
史
、
文

化
等

の
正
し

い
理
解

の
た
め
欠
く

こ
と

の
で
き
な

い
も

の
で
あ

り
、
且

つ
、
将
来

の
文
化

の
向
上
発
展

の
基
礎
を
な
す
も

の
で
あ

る
こ
と
を
認

識
し
、
そ

の
保
存

が
適
切

に
行
わ
れ

る
よ
う

に
、
周
到

の
注
意
を
も

つ

て
こ
の
法
彿

の
趣
旨

の
徹
底

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(
国
民
、
所
有
者
等

の
心
構
)

第
四
条

一
般
国
民

は
、
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
が

こ
の
法
律

の
目
的

を
達
成
す

る
た
め

に
行
う
措
置

に
誠
実

に
協
力
し
な
け
れ

ば

な

ら

な

い
。

2

文
化
財

の
所
有
者
そ

の
他

の
関
係
者

は
、
文
化
財

が
貴
重
な
国
民
的

財
産

で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、

こ
れ
を
公
共

の
た
め

に
大
切

に
保
存
す

る
と
と
も

に
、

で
き

る
だ
け

こ
れ
を
公
開
す

る
等
そ

の
文
化
的
活
用

に

努
め
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

3

政
府
及
び
地
方
公
共
団
体

は
、

こ
の
法
律

の
執
行

に
当

つ
て
関
係
者

の
所
有
権
そ

の
他

の
財
産
権
を
尊
重

し
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

第

二
章

第

三
節

(
附
属
機
関
)

第

二
十
条

委
員
会

の
附
属
機
関
と
し

て
、
文
化
財
専
門
審
議
会
、
国
立

三
七

1



博
物
館
及
び
国
立
文
化
財
研
究
所
を
置

く
。

(
国
立
文
化
財
研
究
所
)

第

二
十
三
条

国
立
文
化
財
研
究
所
は
、
文
化
財

に
関
す

る
調
査
研
究
、

資
料

の
作
成
及
び
そ

の
公
表
を
行
う
。

2

国
立
文
化
財
研
究
所

の
名
称
及
び
位
置

は
、
左

の
通

り
と
す

る
。

3

国
立
文
化
財
研
究
所

に
は
、
支
所

を
置

く

こ
と
が

で
き
る
。

4

国
立
文
化
財
研
究

所
及

び
そ
の
支
所

の
内

部
組

織
は
、
委

員
会

規
則

で
定

め
る
。

第
四
節

職

員

(
職

員
)

第

二
十
五
条

委
員
会

に
置
か
れ
る
職
蚊

の
任
免
、
昇
任
、
懲
戒
そ

の
仙

人
事
管
理

に
関
す
る
事
務

に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法

(昭
和

.

.十

二
年
法
律
第
百

二
十
号
)
及
び
そ

の
特
例

に
関
し

て
規
定
す

る
法
律

の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

(定

員
)

第

二
十

六
条

委
員
会

に
置

か
れ

る
職
員

の
定
員

は
、
別

に
法
律

で
定

め

る
。

従
前
の
国
立
博
物
館
)

則
第

百
二
十

四
条

法
律

(
こ
れ

に
基

く
命
令

を
含
む

。
)
に
特

別
の
定

へ

三

入

の
あ
る
場
合
を
除
く
外
、
従
前

の
国
立
博
物
館
及

び

そ

の

職
員

(
典
術
研
究
所
及
び

こ
れ

に
所
属
す

る
職
員

を
除
く
。)

は
、

こ
の

法
律

に
雄

く
国
立
博
物
館
及

び
そ

の
職
員

と
な

り
、
従
前

の
国
立

博
物
館
附
置

の
美
術
研
究

所
及

び

こ
れ

に
附
属

す
る
職
員
は
、

こ

の
法
律

に
基

く
研
究
所

及
び
そ
の
職
員

と
な
り
、
同

一
性
を
も

つ

て
存
続

ナ
る
も

の
と
ナ
る
。

2

こ
の
法
彿

に
基

く
東
京
国
立
文
化
財
研
究

所
は
、
従
前

の
国
立

博
物
館
附
雌

の
美

術
研
究

所

の
所
掌
し
た
調
査
研
究
と
同

一
の
も

の
に

つ
い
て
は
、

「美

術
研
究

所
」
の
名
称
を
用

い
る
こ
と

が
で
き

る
。

⇔

教
育

公
務
鼓
特
例
法
施
行
令
(
抜
葦
)

第

..一条

の
二

文
部
省
設
置
法
(
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百

四
十

六
号
)
第

卜
..噌条

に
掲
げ
る
機
関
(
日
本
芸
術
院
を
除

く
)
並
び

に
文
化
財
保
護
法

(
昭
和

一
、卜
五
年
法
律
第

二
百
十

四
号
)
第

二
十
条

に
掲
げ

る
国

立
博
物

館
及
び
研
究

所

の
長
及
び
そ

の
職
員

の
う
ち
も

つ
ぱ
ら
研
究
又

は
教
育

に
従
事
す
る
者

に
つ
い
て
は
、
法
第
四
条
、
第

七
条
、
第
十

一
条
、
第
十

二
条
、
第
十
九
条
、
第

二
十
条
及
び
第

二
十

一
条
中
国
立
大
学

の
学
長
及

び
教
員

に
関
す

る
部
分

の
規
定
を
準
用
す

る
。

こ
の
場
合

に
お

い
て
、

こ
れ
ら

の
規
定
中
「
大
学
管
理
機
関
」
と

あ
る
の
は
「任
命
権
者
」
と
読

み

替
え
、

こ
れ
ら

の
機
関

の
長
及
び
そ

の
職
員
を
そ
れ
ぞ
れ
学
長

及
び
教

員

に
準
ず

る
者

と
し

て

こ
れ

ら
の
規
定

を
準

用
す

る
も

の
と
す

る
。

⇔

東
京
国

立
文
化

財
研
究

所
組

織
規

程

(昭
和

二
↑

ヒ
年

三
月

二
十

五
ロ

文
化
財
保
護
委
員
会

規
則

第

四
号

、
昭

'



t

臼

-
-

4

負
'

和
二
十
九
年

六
月

二
十
九

日
文
化
財
保
護
委
員
会
規
則
第

一
号
第

一
次
改

正
)

.

(
東
京

国
立
文
化
財
研
究

所

の
組

織
)

第

一
条

東
京

国
立
文

化
財
研
究
所

の
所
掌
事
務

を
分
掌

さ
せ
る
た
め
、

左

の
三
部
及
び

一
室
を
置
く
。

美

術

部

芸

能

部

保
存
科
学
部

庶

務

室

(
美
術
部

の
三
室
及
び
所
掌
事
務
)

第

二
条

美
術
部

に
、
美
術
部

の
所
霊
事
務
を
分
掌
さ

せ
る

た
め
、
第

一

研
究
室
、
第

二
研
究
室
及
び
資
料
室

の
三
室
を
置
く
。

2

第

一
研
究
室

に
お

い
て
は
、
わ
が
国

の
上
代
、
中
世
及
び
近
世

の
美

術
並
び

に
東
洋
美
術

の
調
査
研
究
並
び

に
そ

の
結
果

の
公
表
に
関
す
る

嘱
務

を
つ
か
さ

ど
る
。

3

第

二
研
究
室

に
お

い
て
は
、
わ
が
国

の
近
代
及
び
現
代

の
美
術
並
び

に
西
洋
美
術

の
調
査
研
究
並
び

に
そ

の
結
果

の
公
表

に
関
す
る
事
務

の

ほ
か
、
黒
田
記
念
室

に
関
す

る
事
務
を

つ
か
さ
ど
る
。

4

資
料
室

に
お

い
て
は
、
美
術
研
究
資
料

の
作
成
、
収
集
、
整
理
、
保

管
、
公
表
及
び
聞
覧
並
び

に
美
術
研
究
資
料

に
関
す

る
写
真

の
作
成
及

び
そ

の
原
板

の

保
管
並
び

に

エ
ッ
ク
ス

線
写
真
、

赤
外
線
写
真
、
紫

外
線

写
真
そ

の
他

の
特
殊
写
真

に
よ
る
美
術

の
研
究

に
関
す
る
事
務
を

っ
か
さ

ど
る
。

(芸
能
部

の
..一室
及
び
所
掌
事
務
)

第
三
条

芸
能
部

に
、
芸
能
部

の
所
掌
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
演
劇

研
究
室
、
音
楽
知
踊
研
究
室
及
び
郷
土
芸
能
研
究
室

の
三
室
を
置
く
。

2

演
劇
研
究
室

に
お

い
て
は
、
演
劇
及
び
そ

の
保
存

に
関
す
る
調
査
研

究
並
び

に
そ

の
結
果

の
公
表

に
関
す

る
事
務
を

つ
か
さ

ど
る
。

3

音
楽
舞
踊
研
究
室

に
お
い
て
は
、
音
楽
及
び
舞
踊
並
び

に
そ

の
保
存

に
関
す

る
調
査
研
究
並

び
に
そ

の
結
果

の
公
表

に
関
す

る
事
務
を

つ
か

さ
ど
る
。

4

郷

土
芸
能
研
究
室

に
お
い
て
は
、
郷
土
芸
能
及
び
そ

の
保
存

に
関
す

る
調
査
研
究

並
び
に
そ
の

結
果

の
公
表

に

関
す

る
事
務

を

つ
か
さ

ど

る
。

(
保
存

科
学
部

の
三
室
及

び
所

掌
肇
務
)

第

四
条

保
存
科
学
部

に
、
保
存
科
学
部

の
所
掌
46
務
を
分
準
さ

せ
る
た

め
、

化
学
研
究
室
、
物

理
研
究
室
及

び
生
物
研
究
室

の
.二
室
を
置

く
。

2

化
学
研
究
室

に
お

い
て
は
、
文
化
財
及

び
そ

の
保
存

に
関
ナ

る
化
学

的
及

び
分
析
的
凋
在
研
究
並

び
に
そ
の
結
果

の
公
表

に
関
す

る
嘱
務
を

っ
か
さ
ど
る
。

3

物

理
研
究
室

に
お
い
て
は
、

文
化
財
及

び
そ

の
保
存

に
関
す

る
物
理

学
的

調
査
研
究

並
び
に
そ
の
結

果
の
公
表

に
関
す

る
事
務

を
つ
か
さ
ど

る
。

4

生
物
研
究
室

に
お

い
て
は
、

文
化
財
及

び
そ
の
保
存

に
関
す

る
生
物

学
的

調
査
研
究

並
び

に
そ
の
結

果
の
公
表

に
関
す

る
事
務

を
つ
か
さ
ど

る
。

三
九



(庶
務
室

の
所
掌

事
務
)

第

五
条

庶
務
室

に
お

い
て
は
、
左

の
事
務
を

つ
か
さ
ど

る
。

一
、
別

に
文
化
財
保
●
萎
員
会

か
ら
餐
任
を
受
け

た
範
囲

に
お
け

る
職

員

の
人
事

に
関
ナ

る
こ
と
.

二
、
公
文
爵
頽

の

披
受
及
び
公
臼

の

管
守
そ

の

他
庶
務

に
鳩

す
る

こ

と
。

三
、

経
費

及
び
収
入

の
予
算
、

決
算
そ
の
他
会
貯

に
関
す
る

こ
と
。

四
、

行
政
財
塵
及
び
物
品
の
管
理

に
関
す
る

こ
と
。

五
、

職
員

の
福

利
厚

生
に
関

す
る

こ
と
。

附

則

1

こ
の
規
則

は
、
昭
和

二
十
七
年

四
月

一
日
か
ら
施
行
ず

る
。

2

奨
術
研
究
所
艦
織
規
覆

(昭
和

二
卜

六
隼
文
化
財
保
叢
委
員
会
規
則

第

五
捗
)

は
、
膳
止
す

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、

昭
和

二
十
九
年
七
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

同

所

内

規

程

1

研
究

資
料
図
覧
規
程

第

一
条

本
研
究
所

の
図
書
及

び
研
究
資
料

(以

下
単

に

「
資
料

」
と

い

う

。)
の
闘
驚

は
、

こ
の
規
程

の
定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

第

二
条

資
料

の
国
覧

は
無
料
と
す

る
。

第
三
条

資
料

の
本
研
究
所
外

の
持
出
し
は
禁
止
す

る
。

2

一
部

の
重
要
な
資
料
は
公
開
し
な

い
こ
と
が
あ
る
。

第
四
条

閲
覧
者
は
、

本
研
究

所

に
お

い
て
適
当
と
認
め
た
者
の
紹
介

が

四

〇

な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

第

五
条

閲
覧
者

は
、
所
定

の
申
込
票

に
必
要
事
項
を
詔

入
し
提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

第

六
条

聞
覧
者
は
、
研
究
上
資
料

の
閲
覧
が
長
期

に
わ

た
る
と
き

は
、

一
定
期
閻
有
効

の
閲
覧
票
を
交
付
す

る
。

2

期
間
を
経
過
し
た
閲
覧

票
は
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条

閲
覧
者
は
、
所
定

の
借
出
票

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
閲
覧
票

を
添
え

て
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2

閲
覧
終
了
後
資

料
は
掛
員

が
検
収

し
、

引
換
え
に
閲
覧

票
を
返
還
す

る
。

第

八
条

閲
覧
人
員

は
、

一
時

に
概
ね
十
名
以
内
と

し
、

一
人

一
回

に
貸

出
し
す

る
資
料

は
左

の
通
り
と
す

る
。

図

書

三
部
十
冊
以
内

写

真

三
種
以
内

2

聞
覧
中

の
資
料
で
あ

つ
て
も
本
研
究
所
に
お

い
て
必
要
が
あ

る
と
き

は
返
還
さ

せ
る

こ
と
が
あ
る
。

第

九
条

園

覧
は
本
研
究

所
閲
覧
室

以
外

で
行

つ
て
は
な
ら
な

い
。

2

魔
覧

窒

に
お
い
て
は
、

イ

ン
ク
、
墨
汁
等

の
使
用
並

に
飲
食
喫
煙

を

麟
止
す

る
。

第
十
条

聞
覧
者
は
、
資
料
を
鄭
重

に
取
扱
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

2

閲

覧
者
が
資
料
を
滅
失

、
竪
損
及
び
汚
損
し

た
と
き
は
本
研
究
所

で

定

め
る
損
害

の
賠
償
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
十

一
条

閲
覧

者
が
こ
の
規
程

に
反
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、

閲
覧
許

'

ム

"

ケ

.

(

、
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望

竃

可
を
取
消
す

こ
と
が
あ

る
。

第
十

二
条

閲
覧
時
間
は
、

午
前
十
時
よ
り

午
後
三
時
三
十
分

ま
で

と

し
、
閲
覧
停
止

日
時

は
左

の
通
り
と
す
る
。

毎
週
、
水
、
土
、

日
曜

日

祝

日

開
所
記
念

日
(十
月
十

八
日
)

年
末
年
始

(十

二
月

二
十
五
日
よ
り
翌
年

一
月
七
日
ま

で
)

夏

期

(
八
月

一
日
よ
り

入
月
三
十

一
圓
ま

で
)

第
十
三
条

本
研
究
所

に
お

い
て
必
要
が
あ

る
と
き

は
、
前
条

の
閲
覧
時

間
及
び

日
時
を
随
時
変
更
す

る
こ
と
が
あ

る
。
但
し

こ
の
場
合

に
は
予

め
掲
示
す

る
。

2

黒
田
子
爵
記
念
室
観
覧
規
程

第

一
条

本
研
究
所

の
黒
田
子
爵
記
念
室

(以
下
単

に

「
記
念
室
」

と

い

う
。
)
は
、

こ
の
規
程

に
よ

つ
て

一
般

に
公
開
す

る
。

第

二
条

観
覧

は
無
料

と
す

る
。

第
三
条

観
覧
者
は
、
備
付
け

の
帳
簿

に
現
住
所
、
氏
名
を
記
載
し
、
掛

員

の
指
示
を
受
け

る
も

の
と
す

る
。

第
四
条

陳
列
品

の
模
写
又

は
写
真
撮
影
を
希
望
す

る
者

は
、
予
め
書
面

に
よ
り
届
出

で
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

第
五
条

観
覧
者
は
、
記
念
室
内

に
お

い
て
左

の
事
項
を
行

つ
て
は
な

ら

な

い
。

一

陳
列
品

に
手
を
触
れ

る
こ
と
。

ニ

イ

ン
ク
、
墨
汁
等

を
使
用
す

る
こ
と
。

三

飲
食
及
び
喫
煙
を
な
す

こ
と
。

第

六
条

観
覧
者
が

こ
の
規
程

に
違
反
し
、
又
記
念
室
公
開

の
趣
旨

に
反

す

る
行
為
が
あ

る
と
認
め

る
と
き

は
、
退
場
を
命
ず

る
こ
と
が
あ
る
。

第
七
条

観
覧

の

日
時
は

毎
週
木
曜
日
午
後

一
時
か
ら

同
四
時

ま

で
と

し
、
観
覧
を
停
止
す

る
日
は
左

の
通
り
と
す

る
。

祝

日

開
所
記
念

日
(十
月
十

八
日
)

年
末
年
始

(十

二
月

二
十
五

日
か
ら
翌
年

一
月
六

日
ま

で
)

夏

期

(
七
月

二
十

一
日
か
ら
八
月

三
十

一
日
ま

で
)

第

八
条

本
研
究
所

に
お

い
て
必
要

が
あ

る
と
き
は
、
前
条

の
日
時
を
随

時
変

更
す

る

こ
と
が
あ
る
。
但
し

こ
の
場
合

は
予

め
掲
示
す

る
。

四

一

＼
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